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　青い壁が罅ひび割れる。

「熱あつッ──！」

　最初に感じたのは、鋭い熱の痛みだった。実際には炎に焼かれたわけでも、夏の日差しを浴びたわけでもない。

　室温は何の変哲もない春の気候である。だがベルナデットの肌にはまるで砂漠の熱波のように感じられた。

　ベルナデットの体は氷のように冷え切っていた。

「あ……えっと……？」

　ぼんやりと焦点の合わない視線をたどらせて、あたりを見回す。ベルナデットの足元には、何か透き通った瓦礫のようなものが散らばっている。床にへたり込んだまま、恐る恐るそれをつまんだ。

（冷たい……氷？）

　そう、それは氷の塊だった。ベルナデットの周囲に、大量の氷が撒かれている……まるでつい先ほどまで、ベルナデットの体を覆い尽くしていたかのように。

「これは……わたし、一体……」

「ベルナデット様！」

　すぐ近くから、悲鳴じみた声がした。ぼんやりしたまま視線をやると、一人の女性がたたずみ、わなないている。ふわふわと癖のある茶髪に円らな瞳には、見覚えがある。

「コニス？　じゃない、わね」

　ベルナデットの侍女、コニスは少女の面影を持つ若い女性だった。しかしこの女性は三十代後半、侍女のコニスよりも十ほど年嵩だ。目鼻立ちには面影があるが、浅い皺が刻まれ、体型も少しふくよかだった。

「あなたは、どちら様？　もしかしてコニスのお姉様かしら」

「いいえっ！」

　彼女はきっぱりとそう言い切った。ベルナデットはますます困惑し、慎重に彼女に質問を重ねた。

「……では他人の空似なのね。あなたはどうしてわたしの部屋に……」

「だって私はベルナデット様の侍女ですもの、います、いつだってあなたのそばにいます！」

「……ええと……では、コニスは今どこに」

「ああベルナデット様……良かった。よくぞお目覚めで！　ああ良かった！　本当に良かった……！」

　女は聞いていないようだった。顔を真っ赤にし、大粒の涙までぼろぼろと零しながら、声にならない声でヒンヒンとしゃくりあげている。とりあえず彼女が落ち着くまで待とう──と悠長に眺めていると、彼女は不意に顔を上げるなり、ばちんっと激しく手を叩いた。

「そうだっリュカ様！　リュカ様にお知らせしなくちゃ！」

　そう叫んで、部屋から飛び出していった。豊満な肉体に似合わぬ俊敏な動きである。ベルナデットは床に座り込んだまま、ぽかんと彼女を見送ってしまった。

「行っちゃった……」

　呟き、そして思わず吹き出す。

（やっぱり彼女はコニスの親族ね。あわてんぼうなところまでそっくり）

　あの女性よりも一回り年も胴も小さな侍女を思い浮かべ、ベルナデットはクスクス笑った。

　それにしても、コニスはどこへ行ったのだろう。従順な侍女は、いつでもベルナデットのそばにいた。もちろん所用で席を外すことはあろうが、代わりに他の侍女を寄越すことはありえなかった。

　とりあえず、立ち上がって体を伸ばす。体を動かすたび、どこからかパラパラと氷のかけらが落ちてくる。この氷はどこから来たのだろう。

　あたりを見回すと、確かにここはベルナデットが生まれ育った自室だ。それに季節は春、こんなに大きな氷の塊が屋内に出来る気温ではない。

　何がなにやら……何もかもわけがわからない。昨日と今日が繋がっていない気がした。

「──まあ、いいわ。とりあえずこの格好をなんとかしなくては……」

　改めて見下ろすと、ベルナデットは寝間着のシュミーズ姿だった。それが水しぶきでも被ったようにじっとりと濡れている。シルクの布が張り付いて、ベルナデットの豊かなふくらみと、淡く色付く先端まで透けさせてしまっている。ベルナデットは慌ててクローゼットを開いた。

「あの女性、リュカを呼びに行くと言っていたわ。あの子が来るまでに着替えなくては。いくら十四の子どもだからって──リュカ、は──男──」

　と、その瞬間。突如として激しい頭痛に襲われた。

「──っあああっ!?」

　悲鳴を上げ、頭を抱えて悶絶する。

（痛い……痛い！　どうして？　この痛みは何なの!?）

　痛むのは頭だけではない、全身が鋭い痛みに覆われてベルナデットはのたうち回った。呼吸が熱い。喉が焼けるようだ。床に這いのたうち回っても痛みが消えない。熱い。肌が痛い。傷ひとつないのに全身が爆発しそうだった。まるで火だるまになったかのように──。

（火──火事──家族──わたしの大切なものたち）

　痛みを引き金に、記憶が一気になだれ込んでくる。

　大好きな家族、信頼できる使用人たちと、穏やかに過ごす毎日──だがそれは昨日までのこと。あの夜、この家は、ベルナデットは。

「痛い……痛いっ！　助けてコニス！　リュカ──！」

　耐えがたい激痛から、救ってくれそうなひとの名を呼ぶ。すると更なる痛みが脳天を突き抜けた。ウウッと呻きながら、それでもベルナデットは呼ぶのをやめなかった。リュカ。リュカに会わなくてはいけない──そう確信しているのに、頭痛がそれを邪魔してくる。これは魂の警鐘だろうか。リュカに会いたい、会ってはいけない、その狭はざ間まで懊悩する。

（わたし、何か大事なことを忘れている）

（思い出せ。思い出せ！　大切なものを……冷たい氷に侵された、あの日のことを）







【第一章　魔族の少年】








　ベルナデットは、絹商家グリフィール家の長子として生まれた。その二年後に妹リリーナが誕生。難産のすえ母は亡くなったが、忘れ形見の妹は可愛く、多くの従者に囲まれて何不自由なく育った。

　グリフィール家は爵位を持たない。だが商売を成功させ、莫大な上納金によって社交界への出入りを許されている。それを、伝統を重んじる貴族たちは「田舎者の成金、身の程知らず」と嘲笑していた。

　肩身が狭いグリフィール家──だがその長女、ベルナデットだけは社交界で歓迎された。

　理由はただひとつ、ベルナデットが美しかったから。

　真珠を思わせる白い肌に、絹糸のように艶やかな銀髪。瞳はまるでサファイアのように深く青く、どの角度から見ても煌めいている。手折れそうな程に華奢な手足、しなやかな腰に対し胸のふくらみは豊かで、抱き心地を夢想させる体つきだ。

　ベルナデットを一目見た男はみな心を奪われ、グリフィール家にまで馳せ参じる。それは王太子ジェラルドすらも例外ではなかった。

「レディ・ベルナデット、あなたほど美しいひととはこれまで出会ったことがない。どうか私と結婚してください」

　ベルナデットより先に、同席していた父が大喜びで賛同した。

　ベルナデットにも異論はなく、二人はその日のうちに婚約を取り交わした。

　帰宅後、二つ年下の妹に婚約を報告した時も祝福してくれた。しかし妹、リリーナは少しだけ難色を示した。心配そうにベルナデットの顔を覗き込んで、

「でも……それだと家督は誰が継ぐのです？　お姉様が婿養子を取って、このグリフィール家を共に盛り立てていくという約束では……」

「それはもちろん、おまえの役目になるのだよリリーナ」

　父は即答した。目を見開いたリリーナの頭を優しく撫でて、穏やかに言い聞かせる。

「ベルには今まで経営学を教え込んできたから、惜しい気はするがね。未来の王妃の地位と天秤にかけられるものじゃない。王室助成金があれば、商売を畳んだっていいくらいだ」

（それは国王夫妻のものであって、王妃の生家に使えるものじゃないと思うけど……）

　一瞬、そう考えたが進言はしなかった。グリフィール家当主ともあろう父が、それをわかっていないわけがない。ただの冗談だろう、と考えた。

　楽しくて仕方がない様子の父に、妹はなおも眉を顰め、

「……それでお姉様は幸せになれるかしら？　ジェラルド様とは先日の社交界が初対面で、さほどの会話を交わしたわけでもないでしょう？」

「確かにそうだけど、ジェラルド様はとても評判のいい御方よ。頭脳明晰で聖人君子、国民のために心を砕き、次期国王として非の打ちどころがないって……」

「それって王太子としての評判でしょう？　男女の仲ってそういうのとは違うじゃない。二人の間には愛なんかない」

「それは──そうだが。王太子はベルナデットの美しさに心を奪われて……」

「顔だけなら、わたくしだってよく似ているし、わたくしのほうが可愛いわ！」

　リリーナの言葉に、父は複雑な表情を浮かべた。ベルナデットも、何と言っていいか困り、黙り込む。

　リリーナは確かに、ベルナデットの実妹だけあって目鼻立ちに共通点はある。しかし大人びた細面のベルナデットと違い、リリーナは丸顔。栗色の髪と茶色の瞳で、体型も、少年のように骨太だった。一種の愛嬌はあるが、王太子がベルナデットの容姿を気に入ったなら、リリーナでは不足だろう。それを、リリーナは自覚していないようだった。それもそのはず、父は母の忘れ形見を溺愛し、「生真面目なベルよりもおまえのほうが可愛い」と言い聞かせてきたのだから。

　どう指摘したものか……ベルナデットはしばらく悩んで……思いつくまま、自身の手から指輪を外した。

「リリーナ。これ、あなたにあげる」

「……なにこれ？　王太子様からのプレゼント？」

「いいえ、セレスお母様の形見よ。グリフィール家の商売が軌道に乗るより前、お父様から贈られたと聞いているわ」

「ふうん？　土台は銀かしら……そんなに高級でもなさそうね」

　リリーナは指輪の価値が気になったらしく、さっそく石を光にかざし始めた。そんな妹を見つめながら、ベルナデットはゆっくりと言い聞かせる。

「お母様は、あなたを命がけで産んでくれた。おなかの中にいた頃から、あなたは母に愛されていたの。もちろん父やわたしにも」

「…………だから何？」

「今あるものを大切にしてちょうだい。幸福って、新しいものを手に入れるだけではないと思うの」

　ベルナデットの言葉が、リリーナの胸に届いたかどうかはわからなかった。ただ彼女は唇を噛み締め、俯いたまま、それでも指輪を己の指に嵌めてくれた。

「……ご結婚、おめでとうございます」

　そんな小さな呟きだけを零して。

　これで、ベルナデットの結婚は誰もが祝福してくれた──と安心したのも、つかの間のことだった。自室に入り、侍従達にも報告をしたところもう一人──リリーナよりよほど頑固に反対してきた者がいた。

「いけません。ベル様。あんな奴と結婚しては不幸になります」

　強い、否定の言葉で吐き捨てられる。ベルナデットは息をのみ、思わずまじまじとリュカを見つめた。十四歳、まだ声変わりすらしていない執事見習いに、恐る恐る問い返す。

「どうしてそんな風に言うの、リュカ？　ジェラルド様は本当に素敵な紳士なのよ」

「その顔が真実ならばね。あの男は本性が腐っています。中身はくされ外道です」

「リュカ……何か、そう思う根拠があるの？」

「……魔族の勘、です」

　そっぽを向いて吐き捨てるリュカ。ベルナデットは思わず笑ってしまった。

「変な冗談を言わないで。眼の色がそうってだけで、魔法なんて使えないくせに」

　そう言うと、リュカの顔が真っ赤になった。長めの前髪が目元を隠す。その所作で、彼が何か隠しごとをしているとわかった。リュカは嘘を吐く時に目元を隠す癖がある──鮮やかな紫色の瞳を。

（どうしたんだろう。わたしに嘘を吐くなんて、リュカらしくない……）

　リュカは、ベルナデットの従順な執事だった。いや従順というより、懐いているといったほうが正しい。リュカはベルナデット以外の人間に、心を開かない少年だった。理由はただ一つ、彼の目が、魔族の末裔とされる色だったから。

　はるか昔、この世界には不思議な力を使える種族がいたらしい。人々は彼らを恐れ、『魔族』と呼んで迫害した。やがて彼らは歴史から姿を消したが、神話や童話、演劇にしばしば登場し、今なお忌み嫌われている。

　リュカは、その伝説と同じ、紫色の瞳を持っていた。だからと言って、本当に魔族の末裔という確証も無い。たまたま珍しい色に生まれついただけだろうが、そのせいで彼の半生は散々なものだった。実の両親に捨てられ、野垂れ死にかけていたのを拾ったのがベルナデットである。以来、彼はベルナデットの従順なしもべとなった。

　それが、突然この強い反発。ベルナデットは戸惑うしかない。

　その時、コニスが大きな声で叫んだ。

「わかったあ！　リュカは不安なんだ！　ベル様が結婚して、この屋敷を出て行っちゃったら、これから自分はどうしようって怖いんだあ！」

「まあ、そうだったの？」

「えっ？　ち、ちが、ちがうっ！」

　リュカは慌てて首を振ったが、「だったらどうして」と問われても答えない。

　顔を真っ赤にしてブンブン首を振る、少年の所作が可愛くて、ベルナデットは破願した。リュカに飛びつき、思い切りギューッと抱きしめる。

「不安にさせてごめんね。大丈夫よ、王宮はさほど遠いわけではないもの。季節ごとには帰ってくるわ」

「…………でも」

「なんならわたしの侍従として、王宮に連れて行けるよう交渉してみる」

「ソレもちろん、あたしも一緒ですよね！」

　コニスの声にベルナデットは今度こそ声を上げて笑った。

「もちろんよ！　王宮の美味しいごはんが楽しみね！」

（ああ、わたし、幸せだわ）

　しみじみ、そう嚙みしめる。

　ベルナデットの生活は満たされていた。厳しくも優しく、ベルナデットに期待をかけてくれる父、可愛い妹、家族同様の侍女と見習い執事──この家を離れるのは惜しいけれど、失うわけじゃない。それに王宮での新婚生活もきっと、今以上に充実したものになるだろう。

　この幸せはずっと続く──そう信じて疑っていなかった。

　しかし。

　その夜のことだった。深夜のはずが、閉じた瞼の向こう側に強い光を感じ、ベルナデットは目を覚ました。同時に猛烈な暑さ──いや熱さを感じて飛び起きる。

「火事!?」

　そう叫んだ時にはもう、部屋は炎に包まれていた。

「に、逃げないと──でもどうすれば──」

　唯一の出口である木製の扉は燃え上がり、されど焼け落ちるまでには時間がかかりそうだ。反対側の壁にある窓は小さく、ベルナデットの体は通らない。それにここは四階、飛び降りて無事に済むとも思えない。迷っている間に炎はさらに強くなり、ベルナデッドのそばまで伸びてくる。

「誰か助けて！　お父様、リリーナっ……」

　熱い。肌が痛い。呼吸ができない。喉が焼ける──ベルナデットは悲鳴を上げた。

「だれか──ジェラルド様……！」

　──次の瞬間、ベルナデットの視界は突然、青色に染まった。

　部屋の温度が一気に下がる。炎の熱ごと、ベルナデットの体温も──感覚も、意識も──何もかも吸い取られて──。

　靄の中に、紫色の小さな光が二つ──。

（リュカ……！）

　そこで、ベルナデットの記憶は途切れている。




（……あれからどうなったんだろう）

　気を失ったところから、何も思い出せない。見たところ火傷はないようだから、助けが来たのだろう、たぶん──だがそれもおかしい。あれだけ燃え上がった部屋に、誰がどうやって助けに入って、ベルを救い出せたというのだろうか。

「……あれから何時間……もしかしたら何日か経っているのかしら」

　その時、扉が開いた。ノックもなく、突然に。

　扉口に立っていたのは知らない男性だった。二十代半ば──ベルナデットより五つほど年上か。顔立ちは、端的に評して、美しい。艶のある黒髪、鋭い知性を感じさせる、怜悧な目──その色は、鮮やかな紫だ。

　その瞳に見おぼえがあった。年齢を十ほど重ねさせ、体を成長させたその姿は、間違いなく……。

「……リュカ……？」

「ええ、リュカです」

　年上の青年は頷いた。それから背後を振り返り、控えていた中年女性に話しかける。

「コニス、ベルナデット様にはどこまでお話しした？」

「え、ええと……いえ、まだ何も」

　コニス。ベルナデットの侍女と同じ名で呼ばれた中年女性は困ったように眉を顰め、青年に頭を下げた。

「申し訳ありません、旦那様。あたし、慌てて飛び出してしまって」

「そうか。まあいい。僕から説明するから」

　ベルナデットは首を振った。声を震わせ、ぼんやりと問いを並べ続ける。

「嘘。彼女がコニスだなんて……リュカだって、わたしよりも年下で、まだ十五にもなっていない子どもで！」

「それは過去の俺の姿でしょう。十年も経てば、子どもは大人の男になります」

　ベルナデットは呼吸を止めた。ひゅうひゅうとかすれる声で、なんとか言葉を吐き出す。

「十年、ですって？」

「ええ。あなたにとっては一晩──もしかすると一瞬のことだったかもしれませんが」

　口調は穏やかだが、微笑みの一つもない。

　ベルナデットの知るリュカは、決して愛想のいいほうではなかったが、表情のよく変わる少年だった。こんな仮面のような無表情でベルナデットを見つめるようなことはなかった。信じられない──だが、納得するしかない。話す速度、息継ぎのタイミング、話し終えた後に瞬きをする癖──彼はリュカだった。そして後ろに控える中年女性はコニス、なのだろう。

（……十年……あの火事は十年前のこと。リュカもそのぶん年を取った。だったら自分は？）

　慌てて自身の手を見おろしたが、特に変わった様子はない。爪の長さも、記憶にある『十年前』のままだった。自分だけが十八歳のままである。

「……どうして……」

「十年前、屋敷が火災に包まれました。その時のことは覚えていますか？」

「……覚えているわ。でもすぐに意識がなくなって、誰かが助けてくれたのかと……」

「僕が助けました。魔法で、あなたを氷漬けにして」

　ベルナデットは息を呑んだ。

「魔法……？　そ……そんなの、嘘。人間に、魔法なんて使えるはずが……」

「はい。僕は、魔族の末裔ですから」

　唐突に、あまりにも簡単に告げられた真実に、言葉を失う。

　慌ててコニスに視線をやったが、彼女は神妙な顔で頷いた。

「リュカ様の言う通りです。本当に……お嬢様は十年間、氷漬けになっていました。炎に包まれた部屋で、溶けることもなく……魔法としか考えられない状態で……」

「実際に魔法を使ったのは初めてでした。だから手加減が出来なくて、ただ炎から守るためのつもりが、あなたを氷の檻に閉じ込めてしまった。その全身を、時間の流れごと……十年も」

　リュカは小さく嘆息すると、両足を揃え、深々と頭を下げた。執事らしい、完璧なお辞儀の姿勢となって、

「申し訳ございませんでした、ベルナデット様」

「……そんな、ばかな……」

　ベルナデットは力なく、その場にへたり込んだ。

　すべてを理解したのだ。十年間で、自分以外のすべてが変わってしまったことを。人間も、世界も、何もかもすべてが一変したのだと。

「……十年……あれから……どうなってしまったの……」

「火災により、グリフィール邸は半焼。ベルナデット様の部屋を除いて、屋敷のほとんどが焼け落ちてしまいました」

「家族は……」

　リュカは顔を伏せ、首を横に振った。

「残念ながら、その時に」

「──えっ？」

　妙な声を上げたのはベルナデットではなく、コニスだった。リュカは無言で彼女を振り向くと、何か目配せをした。これでコニスは口をつぐんだ。多くは騙らず、ただ「お悔やみ申し上げます」と一礼する。

　茫然としているベルナデットに、リュカの静かな声が刺さる。

「当主を失い、多くの従業員は己の給金だけ確保して離職しました。今はごくわずかな者だけが残り、どうにか家業を取りまわしております。そのひとりが代表者として、この屋敷も買い取り修繕をしました」

「そ、んな……屋敷、まで──では、わたしは……」

「あなたは天涯孤独で無一文。この屋敷の居候、ということになりますね」

　ベルナデットは返事もできなかった。涙すら出ない。あまりにも一気に失いすぎて、喪失感すらもない。力なく床に座り込んだまま、ただ凍り付いたように固まっていた。

　やがて、ふと一筋の光明が頭に浮かぶ。

「ジェラルド様は？」

　リュカの表情がピクリとこわばった。ベルナデットは立ち上がり、声高に叫ぶ。

「ジェラルド様はわたしと婚約をかわした方……。わたしが目覚めたと知れば、きっと喜ばれることでしょう。それに彼は王太子ですもの、この屋敷も家督も国に献上すれば、この家も守ってくださるわ」

「……ベルナデット様」

　リュカの声は無視した。慌ててクローゼットへ駆け寄り、思い切り開く。中にはドレスがたくさん並んでいた。

「ジェラルド様に会いに行きましょう。彼ならばきっと、わたしを助けてくださる──！」

　ドレスを取った手首を、不意につかまれた。ギョッとして振り向くと、手首をつかんでいたのはリュカだった。骨がきしむ痛みにベルナデットは小さく悲鳴を上げた。

「い、痛いッ──」

「ああすみません」

　リュカはすぐに力を緩めてくれたが、あくまで緩めただけであり、離してはくれない。手加減をしてもなおリュカの手は大きく、強くて、ベルナデットに振りほどくことはできなかった。

「ジェラルド王のところへ行っても、無駄です。彼にはもう妻がいます」

　リュカの言葉は端的シンプルだった。だが言葉の意味が理解できなくて、ベルナデットは首を振る。

「……嘘よ」

「真実です。王太子殿下ともあろう方が、いつまでも氷漬けの女の復活を待ってはいられません。隣国の姫を妃に迎え、今はお子様も──」

「嘘だわ！」

　叫び、ベルナデットはリュカを突き飛ばした。寝着のまま扉に駆け寄り、部屋を出ようとする。ジェラルドに縋ることはできない、と理解はしていた。行くところなどない。だがとにかくここから──現実から逃げ出したかった。信じたくなかった。

「べ、ベル様、落ち着いて！　ああっ！」

　抱き着いてくるコニスを振りほどき、ドアノブを掴んだところで、またリュカに捕まった。今度は手首ではなく腹部を、背後から両腕で拘束される。なんとか抜け出そうと暴れたが、リュカの両腕はびくともしない。それもそのはず、ベルナデットは十八歳の手弱女たおやめで、リュカは二十四歳で、自分よりも年上の大人の男で、あれから十年も経っていて、自分だけがそのままで、何もかも失っていて、もう誰もいなくて──！

「ぃいやあぁぁああああっ──！」

　くすぶり続けていたパニックは突然に、巨大な津波となってベルナデットの精神を押し流した。喉よ裂けんとばかりに絶叫し、銀髪を搔きむしる。

「ベル様！　ベル様……！」

　コニスの悲痛な声もノイズでしかない。薄い氷の膜みたいに、ギリギリで形を保っていた壁は崩落し、粉々に砕け散る。何も見えない。自分が壊れていくのがわかる──。

　その時だった。頭を抱えていた手首をぐいと引かれ、顎を持ち上げられる。一変した視界いっぱいに紫の輝きが映る。それがリュカの瞳だと気付くより早く、唇に、何か温かいものが押し当てられた。

　ふんわり柔らかくて、温かい。それによってベルナデットの意識は一気に現実へと引き戻された。やっと正気を取り戻す──いや、やはりまだ正気ではないかもしれない。

（だって、ありえない。リュカがわたしに口づけをしているなんて）

　さっきまでノイズで埋め尽くされていた視界が、今はリュカで一杯だった。

　リュカはベルナデットを抱きしめて、紫色の瞳を閉じ、口づけている。

　ある意味、家が焼けたのと同じくらい非現実的な光景に、ベルナデットはただ茫然と、受け入れるしかできなかった。

　時間にすればさほどの長さではない。リュカはわずかに顔を退き、唇を離す。それでも息がかかるほどの距離で、ベルナデットに囁いた。

「落ち着きましたか？」

　その言葉で、先ほどのキスの目的を理解する。確かに、おかげでパニックは収まり、視界も正常に戻っていた。

（だからって唇を奪うまでする？）

　と、恨みがましく睨みはしたが。

　そんなベルナデットの髪を、リュカは子どもをあやすように優しく撫でた。ゆっくり、言い聞かせてくる。

「あなたは何もかも失くしたわけじゃない。まだ、僕がいます」

「リュカ……が……いる？」

「あなたの家族の跡を引き継いだのは、この僕です。十年間、この屋敷を維持してあなたの目覚めを待っていました」

「リュカが、ここの主？」

「そう。その証拠に──」

　と、リュカはコニスに目配せをし、何か合図をした。それだけでコニスは畏まり、姿勢を正して一礼する。

「では、あたしはこれで失礼いたします……」

　かつて、年長の侍女と執事見習いだった二人は対等な立場だった。どちらかと言えばコニスのほうが、幼いリュカをからかい、可愛がっていたように思う。だが今はリュカの視線ひとつですべてを察し、無言で部屋を後にしたのだ。リュカがコニスよりも上、この館の主になったというのは真実らしい。

　それは、ベルナデットもすんなりと理解できた。まだ少年だった当時からリュカはとびきり優秀で、グリフィール家の商売を手伝っていたのだ。ほとんどの従業員がいなくなったというならば、次期当主はリュカしかいない。

　彼によって、商売や館は曲がりなりにも維持されている。のんきに氷漬けになっていたベルナデットにとって、命の恩人と言ってもいいだろう。だが。

「僕がこの館の主。最後に残った、唯一のあなたの家族……」

　頬を撫でるリュカの手。かつて少年だった時とは全く違う、大きくて硬くて、長い指がベルナデットの耳元をくすぐった。ぞわぞわと異様な感覚が背中のあたりに走る。こわばる彼女に、リュカは再び唇を寄せた。

「リュカ……？」

「あなたをずっと、お慕いしておりました」

　紫の目が……魔族の末裔である証の瞳が、まっすぐにベルナデットを見つめている。ベルナデットは困惑した。

　その隙に乗じて、リュカは何度もキスをしてきた。頬を濡らす涙を吸い取るように唇を寄せ、軽い音を立てる。皮膚に感じる、彼の唇はかすかに震えていた。ベルナデットの肌を傷つけないよう、慎重に、触れるだけのようなキス。それでもリュカの体温が伝わってくる。彼の体温は、特別高いものではなかったが、涙で冷えたベルナデットの頬を温めるには十分だった。

　およそ十年ぶり……氷に閉ざされて以来、初めて触れることができた、温かな人間の温度。唇から、強張った全身、凍てついた心までをもゆっくりと溶かし、温めていく。

「……リュカ……」

　柔らかな唇が、頬の丸みに添って滑り、やがて中心の唇へ辿り着く。甘やかなキスを、ベルナデットはそのまま目を閉じて受け入れた。

　押し当てるだけの柔らかな口づけは、ごく短い時間だった。だが唇を離しても、リュカの顔はそのまますぐ近くにあって、ベルナデットを見つめていた。

「……ベルナデット様」

　低い声。それは、ベルナデットが知る少年の声とは全く異なる、大人の男の声だった。声の高さだけではない、熱く湿った、切ない声。リュカにこんな声で名を呼ばれたのは初めてのことだった。だが瞳だけは。至近距離でベルナデットを見つめる、紫色の瞳だけは、あの頃のリュカのままだった。

「リュカ……リュカ……！」

　また、ぽろぽろと涙が零れる。子どものようにしゃくりあげながら、ベルナデットはリュカに縋った。

「本当に、リュカは、変わってない？　わたしのそばに居てくれるの？」

「はい。ここにおります」

　ベルナデットよりはるかに大きく、温かな手がベルナデットの肩を抱き寄せる。

「十年間、あなたの目覚めを待ち続けておりました。この屋敷と、あなたを護りながら、ずっと……」

　広い胸に顔を寄せ、全身をぎゅうっと包まれる。息苦しいほど強い拘束の中、なぜかベルナデットは安堵を覚えていた。リュカの鼓動が、ここがあなたの居場所だと語りかけてくるようで。

　ベルナデットは目を閉じた。いつの間にか、涙は止まっていた。







　彼と出会ったのは、ベルナデットが十二歳の時だった。

「あなた達、何してるの！　やめなさい！」

　ベルナデットの声で、少年たちはワアッと悲鳴を上げて散会した。後ろ姿の、粗末な衣服を見るに住み込みの庭師や馬番見習いたちだろう。追いかける必要はないと判断し、それよりも、と『ソレ』に駆け寄る。

「大丈夫!?」

　少年たちに寄ってたかって蹴とばされ、泥だらけの、ボロ雑巾のようになったもの──『ソレ』は、野良犬ではなく人間の子どもだった。ボロ布の縁から五本の指が見えなければ、そうとは気づけなかっただろうが。体のサイズを見た感じまだ二、三才の幼児だろう。フードとマントに全身を飲み込まれており、体は見えない。

「こんな小さな子になんてことを……けがを見せてちょうだい」

　幼子に手を伸ばしたが、振り払われた。爪が伸びているのか、ベルナデットの手に鋭い痛みが走る。だが構わず、少々乱暴にフードを剥がす。顔が露出すると、幼児は悲鳴を上げた。ベルナデットも息を呑む。

「あ、あなた……その瞳は……？」

　慌ててフードを被りなおす幼児。だがベルナデットの脳裏には彼の容貌がこびりついている。禍まが々まがしい紫の瞳──神話や寓話で伝え聞く、魔族の瞳。ヒトが持たざる強大な魔力ちからを持ち、それゆえに迫害され絶滅したとされる、古の種族だ。

　ベルナデットがあっけにとられている間に、幼児は駆けだした。だがすぐに力尽き、その場に倒れこむ。どうやら子ども達にやられるまでもなく、もともと野垂れ死にかけていたらしい。泥と垢、古い血で全身が汚れていた。

　ベルナデットは迷わず、幼児を抱き上げた。華奢な少女にとって、幼児の体重はそれなりに重く感じたが、それどころじゃなかった。まして手やドレスが汚れることなど。

「コニス！　コニスーっ！　お願い手伝って！」

　息も絶え絶えな幼児を抱えて、ベルナデットは自室へ向かった。




　ベルナデットは自室に少年を匿い、医師にきつく口止めをして、養生させた。それから、十年……いや、プラス十年。リュカはベルナデットのことを姉のように、あるいは母のように慕い、懐いてくれた。

　彼は母親に産み落とされたのち、すぐに捨てられたらしい。親の記憶は全くなく、物心ついたころには、人買いのもとで家事労働と、淫猥な手技を教え込まれていた。健康に育てば労働力として、もしも美しく育てば男娼として転売するためだ。

　読み書きや計算といった教育は無かったようで、自分の名前すら書けなかった。だが、そんな時期は一瞬で終わった。幼さゆえの吸収力を差し引いても、リュカの学習能力は異常だった。どんなに長く難しい本も一読で記憶し、無限に等しい数も瞬時に計算して見せた。商売の勘も鋭く、来年くる街の流行まで言い当てた。

　絹商家の父は、リュカをいたく気に入った。リュカの紫の目を知りながらも豪快に笑って、

「なんと将来が楽しみな子どもだ。これほど有能な従者なら、魔族でも天使でも大歓迎だな！」

　お仕着せの執事服に身を包むリュカの肩を抱いて、父は笑っていた。人見知りのリュカは少し居心地悪そうにしていたが、それがまた可愛くて、可笑しかった。ぼろぼろで死にかけていた幼児が綺麗な服を着て、父に受け入れられたのが嬉しかった。リュカの成長が楽しみだった。

「これから執事見習いとして、お父様から仕事を学びながら、わたしのお世話をしてくれるのね？」

　そう問うと、リュカは無言で、こくりと頷いた。その頬が少しだけ赤く染まっていたのを見逃さない。リュカも、この家で暮らしていけることを喜んでいるらしい。ベルナデットも嬉しかった。

　自分はいつかお嫁に行ってしまうだろうけど、リュカと数年、一緒に暮らしていけることが嬉しい。

「よろしくね、リュカ」

「……うん。よろしく……お願いします、ベルナデット様」

　つぼみがほころぶように笑う少年。幸福な時間だった。




　──思えば、最初からずっと、リュカはベルナデットのものだった。豪商グリフィール家とは関係なく、ベルナデット自身がリュカを拾い、リュカはベルナデット個人を慕ってくれた。

（──そうだ、わたしにはまだ、リュカがいた……）

　そう思うと、胸に温かなものが湧いてくる。やっと微笑みを浮かべたベルナデットを、リュカはますます強く抱きしめた。何度も何度もキスをして、髪を撫で、頬を擦り合わせる。

　やがて、彼の手が腰に回る。腰から足に手が伸びる。もう一方の手も、ベルナデットの胸元へ。恐る恐る、ベルナデットの心を窺うように……リュカの手のひらは、柔らかな膨らみをふわりと包んだ。

　ベルナデットは抵抗をしなかった。

　いつのまにか、唾液を絡めるほどに深くなった口づけの間に、リュカは静かに囁いた。

「……ベルナデット様……愛してる」

　わたしも、と言葉にするのはまだ難しかった。だが無言で頷き、彼に身をゆだねられる程度には、ベルナデットの心は蕩けていた。







　ベッドの上で、裸で抱き合う。

　仰向けに寝転がったベルナデットに、覆いかぶさるようにして、リュカは肌を重ね合わせてきた。リュカの体温が、ゆっくりとこちらに侵食する。ベルナデットより少し高い温度と、太い骨と筋肉で硬い男の体。わずかに汗で湿った肌──自分とは違う肉体に、ベルナデットは改めて、羞恥を覚えた。

（……わたし達、これから、結ばれるのね）

　そんなことは、十年前──いや二十年前、リュカを拾った時には、想像もしていないことだった。

　ベルナデットにとって性交とは、父の決めた結婚相手とのみ行い、跡継ぎを作るためのものという認識だ。だが市井の知識が全くないわけではない。人は恋をし、その愛を確かめ合うために身体を重ねる。

　リュカの言う、愛しているという言葉を、ベルナデットはまだよくわかっていなかった。

　だがわかりたいと思う。これから彼と共に生きていくために。

「……怖い、ですか？」

　耳のそばで、リュカが囁く。ベルナデットは首を振った。

「いいえ。ただ……少し、不思議な感じ」

　話しながら目を閉じて、リュカの口づけを受け入れる。彼がベルナデットの首を吸う、ちゅ、ちゅっという甘い音にくすぐったさを感じながら。

「……リュカと、こんなふうになるなんて。わたしの中で、リュカは自分より背の低い……まだ十四歳の子どもだったのに」

「今は、どう見えますか」

　そう言って、リュカは半身を起こした。日中、カーテンを閉めただけの室内は、彼の体を見て取るのに十分な明るさがある。

　第一印象が『中性的』であるリュカの体は、思いのほか逞しく、男性的だった。細身には違いないが、太い骨にしっかりと筋肉がついていて、所々浮き出た血管も、女性のベルナデットにはもちろん少年時代の彼にも無かったものである。

　そして顔立ちも、ビスクドールのように整った目鼻立ちはそのままに、鋭さのある、大人の男の面差し。しばらくぼんやりと見つめてから、ベルナデットは赤面した。手のひらで顔を隠しながら、素直な感想を呟く。

「か……格好いい、わ」

　ふさがった視界の向こうで、くすっと笑い声。

「ありがとう。ベルナデット様も……綺麗だ」

　甘く囁く声と共に、素肌に触れる、リュカの指。

「触っても、いい？」

　問いかけに、少しだけ逡巡してから、こくりと頷く。

　許可を得たリュカは、それでも遠慮がちだった。ベルナデットの膨らみに手を当てて、ゆっくりと……柔らかさを確かめるように、手を窄める。

　柔肉をほんの少しへこませるほど優しい圧で、乳房全体を愛撫していく。緊張でわずかに汗ばむ肌に、リュカの指がひたりと張り付く。

　リュカが小さく息を漏らした。

「……すごい。ベルナデット様の胸、丸くて大きくて……」

　下部から持ち上げるように、五指を立てて握る。

「……綺麗で、柔らかくて……揉んでいる僕の手が、気持ちいい……」

「そ、そんな、恥ずかしいことを言わないで」

　思わず赤面し、枕に顔を埋めた。だがそうしたことをすぐに後悔することになる。ベルナデットが目を離した隙に、リュカは口を大きく開けて、ふくらみの先端、淡く色づく突起を、ぱくりと加えたのだ。

「ひぁっ……！」

　敏感な箇所に、濡れたものが吸い付く感触。人生初の感覚に、ベルナデットは全身を跳ね上げた。リュカは構わず、左の乳首を唇で愛撫しながら、右の柔肉を手で堪能していた。

「あっ、あぃっ……んぅ、うっ、んんんっ」

　左右で違う性感に、思考が混線を起こしてしまう。ベルナデットは言葉にならない嬌声を上げながら身もだえした。

「乳首、気持ちいい？」

　そう聞かれても、答えようがない。くすぐったいような、少し痛いような、とにかく異様なこの感触を何と表現するのかがわからなくて、ベルナデットは答えられなかった。ただ彼に弄ばれるまま、もぞもぞと身じろぎを続けるしかできない。

　リュカはベルナデットの胸元を好き放題に弄びながら、空いた手で全身を撫でまわしていた。ベルナデットの細い腰や、滑らかな腿、膝の裏側にまで指を伸ばして、くすぐってくる。いやくすぐったいのはベルナデットが愛撫というものに不慣れなせいだろう。実際、こんなところを他人に触られるのは初めての経験だった。羞恥と照れと、なんだかわからない可笑しさで、笑ってしまいそうになる。

　しかし、やがてリュカの手が禁忌の箇所に触れた時、ベルナデットは全身を跳ね上げた。

「ふぁぅっ……！」

　びくんっと体をのけぞらせたせいで、リュカの手もそこから離れる。彼は微笑んだまま、自分の指をチラリと見た。

「……濡れてましたね」

「あっ……そ、それは、その」

　羞恥のあまり、また枕に顔を隠す。だがあっさりとリュカの手で掘り起こされてしまった。無理やり正面を向かせたベルナデットに、リュカはクスクス笑いながら、何度もキスを降らせる。

「隠さないで。嬉しいから」

「でも……は、恥ずかしい」

「大丈夫ですよ、僕も同じだから」

　何のことか、と問うより早く、リュカはベルナデットの手首をつかみ、そっと、自身の下腹部へと導いた。指先に熱いものが触れる。なんだろう、と視線をやって、ベルナデットは驚愕した。

「うわあっ……」

　思わず、悲鳴じみた声が出る。

　嫁入り前の乙女の教養として、最低限の性知識はベルナデットも持っていた。だがここにあるものは、ベルナデットの想定をはるかに超えて、大きく太く、凶悪な雄々しさでそそり立っていた。先端の赤い丸みに指が触れると、先ほどのベルナデットと同様に、びくんと跳ねる。ベルナデットははしたないとは自覚しつつも、そこから目が離せないでいた。ごくりと唾を飲み、ついまじまじと、見つめてしまう。

（し、信じられない。男の人って、こんなふうになるの……それともリュカのがトクベツに大きい？）

　答えの出ないことをぐるぐると考えてしまう。だが確実なのは、その屹立が、リュカの興奮によるものだということ。

　リュカも高揚しているのだ。ベルナデットの体と、これから繋がるということに……。

「こ、こんな大きなものが……わたしの中に入るの……？」

　またごくりと息を呑む。すると、リュカはベルナデットの額に、ちゅっと可愛らしいキスをした。

「うん……でも、大丈夫。もっとしっかり濡らして、指で慣らして……なるべく痛くないようにするから」

　そう言って、リュカは自身の指を口に含んだ。

　唾液でたっぷり濡らしてから、再びベルナデットの下肢へと伝わせる。割れ目の先端、小さく尖った花芯に、濡れた指がそうっと触れた。そのままゆっくり撫で回されると、抗いようのない快感が脳天まで突き抜けた。びくんと腰を跳ねさせ、ベルナデットは今度こそ、甘い悲鳴を上げた。

「や、あ……」

「可愛い声が出ましたね。ここ、きもちいい？」

「そ、そんなことっ……いっ、あああっ」

　反論の言葉は、己の嬌声に呑みこまれてしまう。もしかして本当に、自分は感じているのだろうか。かつてないこの異様な感覚が、気持ちいいと言うことなのだろうか。何もかもが初めてでわからない。知らない。深窓の令嬢として育てられたベルナデットは、あまりにも無知だった。

「……すごい濡れてる。中も、そろそろいいかな」

「ひっ！」

　ぬぷっと身体の中に何かが入り込んでくる。異物感に身体がこわばるが、同時になだめるかのように花芯を押しつぶされ、違和感が快感に塗り替えられる。

「うわ、狭っ。それにすごく熱い……」

「い……や、ああっ……抜い……てっ……」

「どうして？　ベルナデット様のここはきゅうきゅう締め付けて、抜かないでって言ってるみたいですよ。ほら僕の指、もう根元まで入っちゃった」

　ぬちぬちといやらしい水音と共に抜き差しされ、ベルナデットは腰を揺らす。

　思っていたよりも痛みはなかった。だが体内に他人の指が入り込んでいるという異様な体験に、ベルナデットは眩暈がした。

　一本だけだった指が二本に増え、蜜壺の中をかき回しはじめる。奥まった部分をぐりぐりと抉られると、未知の感覚で体中の血が逆流したような錯覚に襲われた。

「だめ、そこっ」

「ここがいいんだ」

「ひぅうっ!!」

　吐息で笑ったリュカが、その部分を執拗に攻め立てる。

　本能的に逃げようと腰が跳ねるが、リュカによって押さえ付けられ逆に甘えるみたいに上下するだけになってしまった。

「や、あああっ」

　助けて欲しくてリュカに向かって手を伸ばした。

　一瞬、驚いたように丸くなった青い瞳は嬉しそうに細くなる。

　おねだりに応えて上体を倒してくれたリュカの首にベルナデットは必死にすがりついた。

「かわいい、ベルナデット様」

　耳朶をべろりと舐められ、甘ったるい喘ぎがこぼれる。

　その間もリュカの指は蜜壺をかき回し、ベルナデットの官能をどんどんかき立てていく。

　抜き差しにあわせ花芯を押しつぶされると目の奥で火花が飛んだような衝撃が身体を貫いた。

「んぅ……っは！　あぁっ」

　全身から汗が噴き出し、身体がみっともなく痙攣する。リュカは歓声を上げた。

「ふふっ。ベルナデット様、とうとうイッちゃいましたね」

「……？　イく……？」

「絶頂、というやつです。女性が最高の悦びに達したのを表す、射精のようなものですよ」

　言い聞かされて、ベルナデットは朦朧としながら理解した。知識としては知っているが、これが絶頂というものか……。

　知ると同時に、ベルナデットは戦慄した。

（──絶頂？　悦び？）

　言葉としての知識はあったが、生まれて初めての感覚に戸惑うばかり。疑問符で頭が一杯になったベルナデットに、リュカはあくまで優しかった。ベルナデットを安心させるように髪を撫で、キスをして、また指先を滑らせる。唇を耳のそばに寄せて、

「……僕のこれを、ベルナデット様の中に、入れたい……」

　甘く掠れた声で囁いた。

「ゆっくり……馴染ませながらするから。……お願い」

　子猫が甘えるように頬を擦り寄せるリュカ。ベルナデットが返事をする前に、その屹立を手で握り、亀頭をベルナデットの太腿にぐりぐりと押し付けている。一刻も早く、ベルナデットの体内に入り、思い切り擦りたいとねだっている。ベルナデットは三度、生唾をごくりと飲み下した。

「は……はい。いい、よ……」

　うなずく言葉は、やはりまともに話せてはいなかったが。

　リュカの表情が蕩けた。やっと主の許可を得て、執事の少年だったその男は、ベルナデットの膝を開かせる。そこへ己の体を割り入れて、そのまま一気に押し込んできた。

　直後、チリッとひりつくような小さな痛み。続けてやってきたのはドンという衝撃。一瞬、腹を殴られたかと思った。それで間違いでもない。だがベルナデットを穿ったのは武器でも拳でもなく、固く強張った男の肉茎だったのだ。

「あ──おおぅっ……！」

　臓器を体内から打たれて、人生で漏らしたことのない声を上げてしまう。すると、リュカはすぐに腰を引き、膣内からペニスを抜き取った。ずるる……っと現れた肉の棒は、さっきよりもさらに肥大化していた。大きい。自分はこれで貫かれたのかと、改めて戦慄するほどに。

「……大丈夫、ですか？　痛かった……？」

　心配そうに顔を覗き込んでくるリュカ。

　一度だけ往復で擦られた入り口が、チリチリとひりついていた。まさか裂けたのではと疑ったが、それは免れたらしい。ただ初めての体験に、ベルナデットの心と同様、この場所もびっくりしただけだった。

　むしろ自分よりも、リュカのほうが気になった。端正な顔が、苦しそうに歪んでいたから。

「リュカも、痛い？　苦しいの？」

　尋ねてみると、彼は少し驚いた表情をしてから、首を振った。気恥ずかしそうに微笑んで、

「……いや……気持ちいいんだ。ベルナデット様のここ、僕のをきゅうって締め付けて、吸い付いてくるから」

　恥ずかしいことを言われても、嫌悪感など湧かなかった。

「ごめんなさい。なるべく痛みを与えないよう、気を付けた……けど……どうしようもなくて」

　その詫びは、自身の陰茎が大きくなりすぎたことだろうか。あるいは深いところまで貫いたことだろうか。

　いずれにせよ、詫びる必要は無い。むしろ嬉しい。リュカがベルナデットの体で気持ちよくなってくれている。リュカがベルナデットで感じてくれている事が、嬉しかった。

「……うれ、しい、リュカ」

　彼の背中に手を回す。自ら抱き寄せて、ベルナデットは目を閉じた。

「いいよ……あなたの好きなように。気持ちいいように、動いて……」

　優しく心配性の元執事を安心させてあげるために。

「……わたしは、大丈夫。続けて……」

「ベルナデット様……」

　ベルナデットの名を呼ぶリュカの声も震えていた。前身を倒し、ベルナデットの体に肌を重ねると、もう一度己の屹立を秘所へとあてがう。そしてゆっくりと、再度の侵入を始めた。

　ゆっくり、ゆっくり……内臓を穿つ肉の蛇。

「う……ぁくうっ……」

　下半身に埋まっている熱が、奥へぐっと進んできて、ベルナデットの口から言葉を押し出そうとする。自然と言葉は口から洩れた。

「……リュカっ……好、き」

　自分の言ったことに驚き、息を呑む。

　ベルナデット自身、本当に口にしたのか疑うほど小さく、短い呟きだった。しかしその言葉を言い放った瞬間、リュカの目元が柔らかく綻ぶ。褒めるようにベルナデットの額に口付けをして、

「僕も。あなたが大好きです」

　そうして今度こそ、本格的に律動が始まった。

「あっ──！」

　ずるずると体内を前後する肉の鈎。リュカが腰を前後させるたび、膣の内部で襞が擦れ、粘り気のある水音が高く鳴る。ベルナデットが羞恥で顔を背けても、破瓜の痛みにのけぞっても、リュカのピストンは止まらなかった。キスも間断なく降ってくる。ベルナデットの瞼に、頬に、額に、と顔中くまなく口付けられた。しかもとても、丁寧に。

「はあっ……ベルナデット様、好きです。嬉しいです」

　ぐちゃぐちゃと高く鳴り響く水音に、リュカの吐息と言葉が混じる。

「僕は、あなたのものです。あなたがすべてを失くしても、僕だけは永遠にあなたのそばにいると誓います」

「うあっ、ああっ、ンやあっ……！」

　甘い言葉と同時に体を揺さぶられ、何も考えられなくなる。

　もう、痛みはほとんどなかった。もはや中を擦られる度に、気持ち良さだけが波紋のように全身に広がっていく。知らず知らずのうちに自身の声も湿り気を帯びてきて、悲鳴とは明らかに違う、鼻に掛かった声が漏れ出していた。

「ベルナデット様、気持ちいいの？」

「や、ああっ、あん、わ、わかんな、いっ……」

　問われて素直な気持ちを答える。

「なんっ、わたし、いまっ、どう？　どんな顔してるの？」

　リュカは嬉しそうに目を細めた。

「そうですね。僕から見た感想としては……気持ちよさそうです。酷くいやらしく卑猥で、色っぽくて──もっと突いてってねだっているみたい」

「そんな……ことないっ……」

「そうですか？　では、どうしてこんな音がするのでしょう？」

　言うなり、リュカは思い切り腰を叩きつけてきた。皮膚がぶつかるバチンという音と共に、言い訳のしようがない水音が大きく鳴った。そのまま短いピストンで揺さぶられながら、中を掻き回される。ベルナデットの奥深く、子宮口を衝き上げるたび、リュカは唇を寄せてきて、

「ベルナデット様、可愛い。綺麗だ。いやらしくて素敵です。そそる……」

　恥ずかしげもなく甘い言葉をささやいてきた。これがあの、人見知りで常に仏頂面だった少年、リュカなのかと、不思議に感じる瞬間もあった。だが何より、それ以上に、彼がリュカだと実感させられる。ベルナデットを優しく気遣いながらも、どこか縋るような切なさは、幼い頃リュカを拾ったその時から変わらなかったから。

「ぁ……あっリュカぁ……」

「居ます、ここに。僕だけはずっと……」

　リュカの動きが、少しずつ大きくなる。小刻みにやってきたさざなみが、大きな波に変わっていくかのようだ。

　お腹の奥にもたらされる熱に、さらわれてしまいそう。思わず両手を強く握ると、リュカの手も強く握り返してくれる。

「ベルナデット様、気持ちいい？」

　何度目かの問いだった。今度こそ、ベルナデットはぼんやりしたまま、頷いた。

「きもち……っ、いい……」

「……そう。良かった」

「リュカの、気持ちよくて、わたしっ、お腹の中が溶け、ちゃいそう……」

「うん、一緒に溶けよう」

　優しく囁くリュカの声。

「……リュ、カ」

「はい」

　名を呼べば必ず答える。幼い頃から、リュカはいつもそうしてベルナデットの意思を汲む。ベルナデットが自覚していないような願望すらも、リュカはすぐに気が付き、叶えてくれた。いつも、いつでも、ベルナデットを見つめてくれていた。

「……すき」

「僕も……愛している、ベルナデット様」

「っ、ぁ、すき。リュカ、リュカぁ」

「います。僕はココに」

　窒息するほどぎゅうぎゅう抱きしめながら、下肢の動きはどんどん速くなる。激しくなる。

　ベルナデットの息も声も、リュカも。そして──。

「ゃっ、あぁ、っ、ぁ……っ！」

「ベルナデット……っ」

　ぐうう、とお腹の奥に昂りを押し付けられる。ベルナデットの体の中、最奥で、リュカの性器がびくんと跳ねた。

　吐息のような嬌声を漏らして、全身をぶるりと震わせると、彼は腰を引いた。膣な内かにあったものが一気に引き抜かれ、ベルナデットの恥丘にぼとりと落ちる。そしてその先端から、白濁液が噴き出した。

「熱っ──」

　思わずそんな声が出る。熱い液体が弧を描き、ベルナデットの胸と腹の上に注がれた。火傷するほど熱く感じたのは一瞬だけで、あとはじんわりと温かなものが、破瓜の痛みを慰めるようにゆっくりと満ちていくようだった。

「リュカ……」

　リュカの、汗に濡れた肩。それが、ベルナデットの目の前で大きく上下に動いている。

　首元に彼の熱い吐息がかかり、ベルナデットも体を震わせた。

　性器を刺激されるのとはまた違う、眠気にも似た快楽が、腰のあたりからじわりと広がっていく。

　──これが、女性の絶頂。愛に満たされた悦びだと、ベルナデットは理解した。

　リュカの射精の余韻が治まるまで、彼を抱きしめ、その時を待つ。彼はやがて体を起こすと、ベルナデットの髪を撫で、口付けをした。

「ベルナデット様」

　汗ばんだ体に抱き寄せる。まるで腕の中に監禁するように、彼は全身を使って、ベルナデットを抱きしめた。

「……もう、これで……僕のものだ」
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　リュカという、魔族の少年と出会って、十年──二十年──と、二週間が経った。

「どうぞ、ベルナデット様。目覚ましのお茶でございます」

「ありがとう、コニス」

　差し出されたティーカップを手に取って、微笑む。毎朝、恒例のやりとりだ。

　悲劇から始まったベルナデットの新生活は、拍子抜けするほどに穏やかであった。

　朝、侍女のコニスに起こされて、顔を洗い、朝食を摂って、着替えをする。それから日が暮れるまでのんびりと過ごすだけだった。日中の過ごし方もやはり穏やかで、本を読んだり、庭園を散歩したりというもの。

　十年前、何もかも失ってしまったなんて、嘘のようだった。屋敷を歩き回って、そう思う。一度全焼し、完全に建て直したとはとても思えないほど、屋敷の様子はベルナデットの記憶と変わりなかった。十年もの月日が経っているなんて忘れてしまいそうだ。

（父や妹は、もういないけれど……）

　思い出すとまだ、深い悲しみに襲われる。だが現実を受け入れるくらいはできるようになっていた。ふたりが神の国で穏やかに過ごしていることを、毎日二回、静かに祈る。

　その他には特に、何もしていなかった。ほとんど部屋に閉じこもって、他愛のない日常を慈しむだけの日々。それで飽きもしなかった。むしろ毎日、この穏やかな時間が愛おしい。またいつか、不意に失ってしまうような気がして。

（今はまだ、もう少し……この生活に浸っていたい……）

「ベルナデット様、今日は顔色が良うございますね。朝ごはん美味しかったですか？」

　空になったカップを片付けながら、コニスが明るく問いかけてくる。十年前からおしゃべりで、調子のいい娘だったコニス。年を取って、なおさら口が軽くなったようだ。ベルナデットの返事を待つこともなく、さらに言葉を続けてくる。

「ベルナデット様が氷漬けになったのはちょうど十年前、今と同じ夏の始め頃でしたわね。確か、もうすぐ桑の実が食べ頃で……」

「ああ、そうね。そういえば食べ逃してしまったわ。十回分も」

　冗談めかしてそう言うと、コニスはますます嬉しそうに笑った。

「それじゃあ今年は十年分、たんまり収穫して、お腹いっぱい食べちゃいましょう。楽しみですね」

「楽しみにしているのはコニスでしょう？」

「あらあ、バレちゃいました？」

　女二人、笑い声をあげる。

　そんな冗談も言い合えるようになるくらい、ベルナデットの傷は癒えかけている。

　……とはいえ。いくら明るさを取りもどしても、話し相手は数少ない。今はもう、この屋敷はグリフィール家のものではないのだから。

　かつて、ここは多くの従業員が住み込み、働いていた。

　だがほぼ全員が火災を機に離職。以降、リュカはほとんど一人で商売を取り回し、更に身の回りのことも自分でしているらしい。この家には通いの料理人が一人、掃除夫が一人いるだけ。ベルナデットの世話をしてくれるのは、侍女のコニスただ一人だった。

　リュカは日中、ほとんど自室兼執務室にこもりきりだった。あるいは外部の人間との商談に出かけ、屋敷を不在にする。結果、ベルナデットと食事を共にすることもない。

　ベルナデットはため息をついた。

「……リュカは、本当に優秀なのね。ひとりでなんでもやって……父の何倍も働いているみたい」

「まあそれは、昔からですけどね」

　ベルナデットの髪を溶きながら、コニスが言う。

　奇妙な発言に、ベルナデットは驚いて振り向いた。コニスは苦笑いのようなものを浮かべながら、言い聞かせるように話す。

「旦那様……リュカ様は、十年前からずっと、前旦那様のお仕事を手伝わされていたのです。執事見習いだからって、これも将来のための勉強だと言って、何から何まで押し付けて」

「えっ。そ、それ本当？」

「もちろん、今更嘘なんてつきません。そうでなければ、十四の子どもがいきなり経営を引き継ぐなんてできませんよ。十年以上前から、グリフィール家の商売はリュカ様が取り仕切っておりました。……あたしも当時は、いいようにこき使われてるなあとしか思っていませんでしたけど」

「リュカが……ずっとグリフィールの経営を……」

「ええ、ほらあいつってやたらと覚えが良かったじゃないですか。ベルナデット様に拾われてきた時はボロ雑巾みたいで、自分の名前も書けなかったのに。字を覚えてからは、屋敷中の本を全部読んでしまって」

　コニスはクスクス笑って、幸福そうに昔の話をする。十年間、コニスもまたこの屋敷で孤独を感じていたのかもしれない。ベルナデットの心が回復し、会話ができるようになると生来のお喋り好きに歯止めが利かなくなっていた。上機嫌で、鼻歌を歌うように語る。

「前旦那様ったら、最初のうちはずいぶん感じ悪かったんですよぉ。リュカ様の前で鼻をつまんだりして。『ベルのお人好しには敵わんな、よりによって、魔族の目を持つ男など。育てたところで、どこにも売れんではないか』なんて」

「……!?」

「それが読み書き計算を覚えて、経理五人分の仕事をするようになったら手のひら返して絶賛して。『将来はベルの婿になって、この家を継ぐか？』なんて調子のいいことまで言い出したんだもの、見てられなかったですよ。まあそれは、リュカ様も本気になんてするわけないけど」

「そ──それはどうして？　実際わたし、王太子に求婚されるまではこの家を継ぐ予定だったのだから、ありえないってことも……」

「まさかあ、あの前旦那様が！　爵位どころか持参金も無い、孤児を婿にするわけないじゃないですか。何の得にもならないのに」

　あははっと豪快に笑うコニス。その全く悪びれもない、むしろベルナデットが面白いジョークを言ったかのように笑い飛ばす様子に、ベルナデットはショックを受けた。

（む、婿って何か条件があったの？　わたしが恋仲になったひとを伴侶に選んで、わたしが経営するのを支えてもらうだけじゃなかったの？）

（わ、わたしってもしかして、世間知らずだったのかしら……！？）

　ベルナデットが思考をめまぐるしく回転させて、混乱している間に、コニスはベルナデットの髪を結い終えた。編み込みのハーフアップの出来栄えに、満足そうに頷く。それから目を細めた。

「今になって思えば、王太子に輿入れなんかしなくて良かったって、あたしも思いますけどね。あの日……婚約を発表された時、リュカ様が反対したのは正しかった……」

「リュカの反対……ジェラルド様は外道だのなんだの、滅茶苦茶言っていたわね。まだ子どもだったからって、あれはちょっと」

「いいえそれが正しかったのです。王太子、今はもう国王となったあの男。ベルナデット様を心から愛しているなんて嘯いて、その年の秋にはもう、さっさと妃を迎えられたんです！」

「……仕方がないわ。お世継ぎを作るのは王太子の責務ですもの……」

「見舞いにも来なかったんですよ！　様子伺いの手紙すら、たった一度も寄越したことがないんですから！」

「……そう……だったの」

　ベルナデットは小さく呟き、俯いた。

　意外にもショックは無かった。十年前……ベルナデットの感覚としては、ほんの半月前までは婚約までしていた男なのに、不思議と未練が無い。もはや声や顔があやふやになりつつさえある。我ながら薄情だと思ったが、相手は見舞いすら来なかったというのだから、ベルナデットだけが申し訳なく思う義理はないだろう。

（わたしにも、もうリュカがいるのだし……）

　そう、想いを馳せると、胸の奥にじんわりと温かなものが溢れてくる。

　十年前、リュカはベルナデットを救ってくれた。十年もの間、氷漬けにされてしまったのは結果論。魔族の末裔とはいえまだ子ども、未熟な彼は、火を消すだけの魔法はもちろん、ベルナデットの氷を解かすこともできなかったらしい。

　それによって十年もの時間を奪われてしまったが、命には代えられない。しかもリュカは、焼死した父に代わって経営を立て直し、この屋敷とベルナデットを護り続けた。感謝してもしきれない、間違いなく命の恩人だった。

「そう、リュカ様は、良い男ですよ！　王子様よりずっと、大当たりですって！」

　なぜかコニスが力強い声を上げる。そのテンションに、ベルナデットは面食らった。

「……コニス……意外と、リュカのことを認めているのね？」

　不思議に思って、問うてみる。

　コニスはリュカよりも十歳以上年上で、このグリフィール家に勤めて長い。リュカは彼女の後輩、だが現在は主従関係にある。年下の後輩に、いきなり今日から僕が主だ、よく従えと言われて、気持ちよく従えるものだろうか。コニスの性格を考えると、大喧嘩をして屋敷を出ていきそうなものだが。

　コニスは何か、言いにくそうに口元をもごもごさせた。

「まあそれは……確かに、最初は。……でも、ベルお嬢様を置いていくのも気が引けたし。そんなに、突然ってわけではなかったですし」

「あら、そうなのね。では最初の数年間は、コニスも経営に関わって──」

「まさか、あたしに商売のことなんかわかりませんよ。まあ前旦那様も、もうわからなくなってたみたいですけど」

「…………？」

　不自然な言葉に困惑する。首をかしげるばかりのベルナデットに、コニスは早口でまくしたて始めた。

「だから、その時になってあたしも初めて知ったんですけどね。火事のあと……前旦那様とリュカ様が、本格的に共同経営者っていうのになって。そしたら、借金がたくさんあったんだって、リュカ様も驚いて、激怒されて……」

「え──え？」

「前旦那様はね、その借金をリュカ様にもベル様にも隠していたんですよ。それでベルナデット様を王太子殿下に嫁がせて、大金をせしめようとしてたんです。浅ましいったらないですよね──」

　コニスは昔から、あまり過去のことを振り返らない娘だった。十年分の記憶を手繰るように宙を見上げ、つらつらと思いつくままに話す。ベルナデットは聞くたびに混乱した。

「ま、待って。火事のあと、借金が発覚した？　それをリュカが、お父様に怒ったって……？」

「ええ、そりゃあリュカ様が怒って当然ですもの。それなのにリリーナ様ときたら、使用人のくせに生意気なッとか言って、リュカ様を叩いたりして──」

　おしゃべりに夢中のコニスは笑ってそう言う。ベルナデットはいよいよ眉を顰め、前のめりになって確認しようとした。

「待って、コニス。話がおかしいわ。お父様達は、あの火事で亡くなったって……」

　その時だった。コツコツ、扉がノックされた。ベルナデットはビクリと肩を震わせた。

　はいはーい、と明るく答え、コニスは扉を開きに駆けつける。扉の向こうには、リュカがいた。穏やかな微笑みをうかべ、手に持った籠を掲げて見せる。

「ただいま、商談から戻りました。これ、お土産です」

　中にはリンゴやスモモ、そしてベルナデットの好物である、赤いブドウがたくさん入っていた。思わず目を輝かせてしまってから、慌てて淑女の微笑みで礼を言う。

「あ、ありがとう……昼食の後にでも食べましょう。リュカも一緒に」

「ええ、そうさせてください。僕はこの後、夜まで時間を取っているので」

　そう言ってから、リュカはコニスを振り向いた。穏やかな、紳士の声音で言いつける。

「退室してくれ、コニス」

　口調は柔らかいが、有無も言わさぬ命令でもある。

　コニスは反抗などしなかった。むしろリュカとベルナデットが二人きりになると嬉しいらしい。嬉々として立ち上がり、お辞儀と共に部屋を後にする。ぱたん、と扉が閉ざされる音を聞いた後、彼女との会話が途中だったのを思い出した。コニスのおしゃべりはいつもとりとめがなく、聞き流しても支障のない雑談ばかりだった。だが先ほどは、酷く気になることを言っていたのだ。そう──あの火事の後日に、父や妹を見かけたようなことを……。

「あの、リュカ。わたしあなたに聞きたいことがあるの」

　呼びかけた時、リュカは上着を脱ぎ、ティーテーブルに投げ置いたところだった。骨ばった長い指が、タイループの紐をスルリと解く。白い、リュカの首が鎖骨まで露わになった。

「何ですか？」

　発声すると、上下に動く咽喉仏──ベルナデットはつい、しばらく目を奪われてから、慌てて顔をそらした。リュカを視界に入れないよう苦心しながら、なんとか本題に入った。

「ええと……屋敷が火事になってしまった日のことなんだけど。父や妹は、火事のあと病院に運ばれたの？　それでしばらくは生きていた、とか」

「……いいえ。お二人とも、焼死体で見つかったのです。燃え落ちた瓦礫の下から」

　リュカは静かに答えた。彼が不愛想なのはいつものことだが、いつもより更に、その声や表情は平坦に感じた。真意など何も読み取れない。

「……そう……」

（リュカがそう言うなら、そういうこと。コニスが何か言い間違えをしたのね。リュカがわたしに嘘を吐く理由が無いし）

　ベルナデットはそう考え、納得した──しようとした。己の中に燻る、小さなしこりから目を背けて。

「そんなことより……ベルナデット」

　リュカの声がベルナデットを呼ぶ。顔を上げると、彼はベルナデットに向かって手を伸ばしていた。王子様が姫君を、ファーストダンスに誘うように。

「おいで。服を脱いで、ベッドへ」

　白く長い指が、宙を掻く。

　彼がベルナデットを誘う声は、まるでとろりと糸を引く蜜のように甘く、艶めかしく、ベルナデットの耳を侵してくる。甘露はすぐに全身へと行き渡り、急速に熱を帯びていく。ベルナデットはホオッと熱い息を漏らし、彼に導かれるまま、歩み寄った。

　小さな違和感など、口づけをした時にはもうすっかり忘れていた。




　二週間──ベルナデットは毎日、リュカに抱かれた。

　リュカは忙しい仕事の合間を縫って、昼夜を問わずベルナデットの部屋を訪ね、時間の許す限り肌を合わせた。決して乱暴にはしない。だが絶対に拒絶は許さないといった圧力を感じさせて、リュカは毎日、ベルナデットを抱き寄せた。

　しかしもし、拒絶できたとしても、ベルナデットは抵抗する気がなかった。リュカのキスはいつでも甘く優しくて、この体に、抗いがたい快楽を与えてくれるから。

「ああうっん……ふぁ……あひぃっ」

　リュカの指が、ベルナデットの内臓をかき混ぜる。ぐちゃぐちゃと下品な音が鳴るたびに、ベルナデットはあられもない声を上げた。やがて腰が抜けたように力が入らなくなって、建てた膝がガクガク震える。それでも、脱力するわけにはいかない。ベルナデットの秘部のすぐ下には、リュカの顔面がある。

「すごい、水浸しですよ」

「っあ……み、見ないで……」

「そう言われても。この位置だと、目を開けている限り丸見えです。ベルナデット様のいやらしいところで、僕の視界がいっぱい……お互い様だけど」

　彼の言う通り、ベルナデットの股間の真下にはリュカの顔、ベルナデットの目の前には、リュカのものが屹立して在る。

　仰向けに寝たリュカを跨らせ、下から指や唇で虐めるのが、リュカのお気に入りだった。見えているものも見られているものも性器という、これ以上なくはしたない体勢で、せめて膝を崩さないようこらえるのが精いっぱい。ベルナデットに出来る抵抗のすべてだった。そんな風に頑張っても、身体は火照り切っているのがリュカにはお見通しなのだが。

「ああ、もうぐちょぐちょ。膝までツユが垂れてきてますよ」

　掘り探るように指をうごめかせながら、リュカが嗤う。

「もう中で感じるようになったんですね」

「う、ああう……違……」

「何が違う？　僕の指を根元までくわえ込みながら、自分で腰を振っているくせに。クリトリスもひくついて、つまんで欲しいってねだっているみたい」

「や……あ……っ……ちがう、ちがうのぉ」

「なら、確かめてみましょうか」

　リュカはイジワルそうに囁いて、固く芯をもってそそりたつ、幼い男性器のような花芯を指先でピンッと弾いた。

　とたん、雷に打たれたような激しい痺れが脳天まで一気に駆け上る。

「っい、ひあぁあ──」

　リュカの指をつっこまれたままの膣から、ぷしゅっと水気が噴き出す。がくがくと膝を揺らし、ベルナデットは崩れ落ちた。

　リュカは半身を起こし、ベルナデットの体液で濡れた頬を、嬉しそうに指で拭う。

「今日、一回目の絶頂ですね。ベルナデット様、ちょっと痛くされるほうが好きなのかな」

　そんなわけないでしょう──と怒鳴り返したいのに、声にならない。

「はひ……はぅ……あぅ……」

　シーツに顔を埋め、吐息を噛み殺すしかできなかった。

「ふふっ、可愛い」

　小刻みに痙攣する尻を、大きな手のひらがスルリと撫でる。

「ほら、脱力してないで、こっちを向いて。それともこのまま、後ろから犯されたいですか」

　そう言いながら、リュカはその気になってしまったらしい。ウエストを捕まえ、自身のほうへぐいと引き寄せる。割れ目を亀頭でこじ開けて、露わになった蜜口に、己の屹立を差し入れていく。挿入された──と感じた直後、一気に奥まで突き上げられた。

「あぐ！」

　どんっ、と重い衝撃。子宮口を丸い亀頭に殴打され、鈍痛にのけぞる。ベルナデットの悲鳴に構うことなく、リュカは腰を振った。汗と体液に湿った皮膚同士がぶつかって、ばちばちと下品な音が上がる。それで、ベルナデットに苦痛は無かった。むしろ最奥を穿たれるたび、肉襞は緊張を解き、柔らかく、侵入者を迎え入れ始める。

　リュカが少し掠れた声で囁いた。

「あー……気持ちいい。ベルナデット様のココ、僕のものを歓迎してくれてる」

　そうしてさらに強く激しく、肉棒を押し込んでくる。

「嬉しい。お礼に、もっと激しく掻き回してあげるね」

　宣言通り、肉襞の壺を己の杭で混ぜていくリュカ。

　ベルナデットの体を玩具おもちゃにして、かつての従者は好き放題に腰を振る。ベルナデットはその暴虐に、ひたすら甘い喘ぎ声を吐く。

「ひぅ、あっ、あああっそれ、きもちいっ……」

「ん、こっち？　全部入れたまま、中を混ぜられるの好きですか？」

「す、すきっ。リュカ、気持ちいいよおっ」

　淑女が最も秘すべき箇所をぐちゃぐちゃに濡らして、水音よりもさらに卑猥な言葉を口にし、みっともなく尻を振る。

　毎日そうして、リュカの前に痴態を晒す──氷の檻から解かれて二週間、それがベルナデット・グリフィールの、新しい日常になっていた。

　淑女としての恥じらいを、失くしたわけではない。リュカの前で服を脱ぐ時には、いつも心臓が痛むほどに緊張するし、怒張した男性器にゾッとすることもある。

　特に、足を大きく開かれて、赤く濡れそぼる秘所をじっと凝視されるのは、顔から火が出るほどに恥ずかしい。

　だがそんな羞恥心、理性は、彼の指と唇ですぐに溶かされた。攣れるほど痛かったのは破瓜の時だけ。今では指で触れられただけで、最奥に侵入される準備を体が始めてしまう。

　十八年間、ドレスの下に隠し続けてきた足を広げ、その中心から、卑猥な蜜液を垂れ流す──今のベルナデットは、淑女どころか淫婦のように、快楽に逆らえなくなっていた。

（リュカのせいだわ……）

　ぐちょぐちょと卑猥な水音を立てて、己の体内を、男の肉茎がかき混ぜる。

（リュカのせいよ。わたしの体をこんなにして）

（そんなに優しく、愛の溢れる触り方をするから──）

　ばちゅんっ！　と激しい音と共に、鉄杭が内臓を穿つ。

「あひぃんっ」

　ベルナデットは獣のような声を上げた。

「気持ちいい？　ベルナデット様」

「ふあ、きもちぃっ、あふっ……はひっ、そこ、擦られたら、きもちいいのっ」

「どこ？」

「お、おなかっ、わたしのお腹のなか、奥の……ああそこっ、ぐりぐり押してぇ」

　ベルナデットがねだれば、リュカは必ず願いを聞き入れてくれた。子宮口の少しだけ手前、最も肉厚で湿ったところを、尖った鈎で擦り上げる。ベルナデットは高く鳴いた。

　リュカもぶるっと体を震わせる。

「っは……やば。さっきの、きゅうって根元しめられて……僕もいっちゃいそうだった」

「い、いいよ。中に出していいよ」

　リュカの首に抱き着き、ベルナデットは自ら腰を振った。動かなくなってしまった彼に代わって、その陰茎を己の肉襞で愛撫する。

「イっていいよ、中に。だからもっと、もっと。中こすって、リュカの、ちょうだい。ああっ、あぁうんっ」

「ベルナデット……」

　その願いを聞き入れて、リュカは律動を再開した。先ほどよりもさらに膨らんだ亀頭が、発情で熱し切った肉襞を激しく掻き回す。同時に、ピンと起ち上がり剥き出しになった小陰唇も、濡れた指で摘ままれる。ベルナデットは今度こそ、あられもない声を上げた。肉壷を鉄の蛇に食い荒らされながら、最も敏感な果実を指で転がされ、もう何も考えられなくなっていく。ただ元従者の男の手に、揺さぶられるまま悶え狂うのみ。

「あぉおっ……イ、気持ちぃ、イっ、あっあぁう」

「ん……っ」

　リュカがビクッと肩を震わせ、片目をつむった。ビスクドールのように整った顔を歪ませる。

「すごっ、なか、ビクビクしてる。もうイキそう？　僕の精子、中に欲しい？」

「い、いく。欲しい、せーし欲しい……」

「うん、あげるね」

　囁きながら前傾になり、ベルナデットの耳元へ唇を寄せるリュカ。吐息交じりの甘い声が耳朶をくすぐる。

「いっしょにイこ、ベル」

　ぐちゅ……と濡れた音が鼓膜に届く。リュカの舌が耳の穴まで捩じ込まれ、内部を舐めたのだ。そうしたまま、リュカは激しくピストンした。右の耳がリュカの唾液と吐息で濡れて、左の耳は、ふたりの性器がぶつかる水音を拾う。やがて、

「ん……うっ。出る……！」

　リュカの苦し気な声と共に、ひときわ大きく水音が上がった。

　大量の白濁液が、ベルナデットの体に降り注ぐ。

　熱い粘液が肌を伝う。丸い膨らみもその先端の突起も、臍のくぼみも、リュカの精液で肌が溺れていた。その刺激で、ベルナデットも絶頂に達した。全身に甘やかな痺れが走り、ベルナデットは涎を垂らしてのけぞった。

「ああ──……」

　はしたない、いやらしい、みっともない──淑女らしくない。そんな恥じらいと後悔は、いつもずっと後になってから訪れる。今はただ、膣を満たす樹液に心まで溺れて、だらしなく手足を投げ出すだけだった。







　夜を重ねるたび、苦痛は薄れ、快楽だけが増していく。

　幾度となく絶頂を迎え、疲れた体は、惰眠とも失神ともつかない眠りへと落ちていく。

　──そうして、どのくらい時間がたっただろうか。

　ふと目を覚ますと、部屋は真っ暗になっていた。リュカとベッドに入ったのは、まだ夕日が落ち切る前だったはず……結構な時間眠ってしまったらしい。

「……咽喉が渇いた……」

　呟きながら、シーツからもぞもぞと体を抜き出す。と、隣にリュカが横たわっているのを見つけ、仰天した。なんと彼も情事のあと、そのまま眠ってしまったらしい。今まで何度となく彼に抱かれて来たのに、初めてのこと──いや、リュカの寝顔自体、初めて見るものだった。

　わあ……と意味のない声を上げ、まじまじと見つめる。

「……なんて綺麗な寝顔かしら……」

　改めて、今更ながらそう思う。

　リュカは、綺麗な男だった。二十四歳──少年ではなくなっても、『綺麗な男』ということは変わらない。

　ビスクドールを思わせる、つるりとした白い肌は、もしかすると魔族の特徴なのだろうか。リュカは昔から中性的な顔立ちをしていた。鼻筋も顎も、左右対称に整って細い。頬に陰を落とすほど長く豊かな睫毛は。髪と同じ、漆黒色。その下、閉ざされた瞼の向こうには紫色の瞳があるのだろう。それも、十年前と同じだった。

「……ん……」

　ベルナデットの視線を感じ取ったのか、瞼を閉じたまま、リュカはわずかに身じろぎした。肩にかかっていたシーツがずり落ちる。シーツは意外にも逞しい肩を滑り、腰のあたりまでスルスル落ちた。剥き出しになった素肌に、思わずベルナデットは赤面した。

　慌ててシーツをかぶせ、リュカの肌を覆い隠す。毎日抱かれて、もっとずっと恥ずかしいところをお互いに見せ合っているのに、なぜだか猛烈に照れくさかった。うっかり頭の先までかぶせてしまうと、リュカは「んがっ」と変な声で呻いた。起こしてしまったかと思ったがそうでなく、シーツ越しに、リュカの平和な寝息が聞こえる。

　ホッと安堵の息を吐き──それから、クスッと笑う。

（寝汚いのは昔のまんまね）

　クスクス笑いをかみ殺しながら、頬杖をついて、リュカの寝顔を見つめていた。そうしていると、胸の中にじんわりと温かな想いが溢れてくる。

　十年前、家族を焼いた炎から、ベルナデットを救ってくれた命の恩人──だが、それだけのひとではない。感謝の気持ちは本当だけど、他に、もっと大きく、ベルナデットの胸を占める想いがある。

　変化のない寝顔を、いつまでも眺めていたい気持ち。規則正しい静かな寝息に、耳を澄ませてしまう気持ち。毎日抱かれても、また翌日には欲しくてたまらなくなってしまう気持ち。

　この想いを何と呼ぶか、ベルナデットはリュカに教わった。

　唇にその解答を乗せて──。

「……あいしてる……」

　リュカの耳元で、そっと囁く。

「んん……」

　シーツの中でリュカが悶え、腕だけをシーツからぬうっと出した。骨ばった指がぱたぱた、と空中を仰ぎ、やがてそばにあったベルナデットの手に触れる。それで安心したのか、リュカの手は力を失い、マットレスにくたりと沈む。そしてまた、穏やかな寝息が聞こえてきた。

　ほんの少し、シーツをめくってみる。現れた黒髪を、ベルナデットは指先だけで撫でた。幼い頃、ベルナデットに懐く彼にそうしてあげたように。

（……わたし、今とても幸せだわ）

　最近、そんな風に思う。

　家族を失い、厳密にはこの屋敷だってもうベルナデットのものではなく、居候という立場になって。いずれはリュカの仕事を手伝うなりして働くつもりではある。それもまた、楽しみに思っている自分がいた。

　リュカの体液が注がれた下腹部を、愛おし気に撫でさする。

（……このままリュカの子を孕み、妻や母となるのも、良い人生だろう）

　甘くとろけるような、穏やかな日々。こんな時間が永遠に続くのも悪くない──。

　そんなベルナデットの思いは、ある日突然、打ち砕かれた。

　青く冷たい、氷のような石の輝きによって。







　その日、ベルナデットは一人、朝の身支度をしていた。

　侍女のコニスは体調を崩し、自宅教養で不在である。それでもさしたる不便はなく、自分で部屋のカーテンを開き、髪を梳かし、ドレスを着付ける。ベルナデットは商家の長女であって、お姫様ではないのだ。このくらいのことは当たり前にできる。ただ氷漬けになったあの日から、コニスは必要以上に世話を焼いてきた。あれから十歳の年を取ったコニスにとって、ベルナデットは一回り年下の少女に見えるらしい。思えば昔から世話焼き気質ではあったが。

　──ベルお嬢様は、しっかりしているように見えて抜けている方ですから！　世間知らずで危なっかしくて、放っておけないんですよ！　──

　なんて、まくし立てているコニスの顔が思い浮かび、ベルナデットはクスクス笑った。

（このペースだと十年、二十年後には地面に足をつけて歩かせてもらえなくなりそう）

　そんなことを考えながら、鏡台の引き出しを開いた。いつもはコニスが選び、コーディネートしてくれるアクセサリー……きちんと並べられたその場所に、違和感を覚える。

「……あれ？　この指輪……」

　ドクンと心臓が大きく跳ねた。

　その指輪は、存在そのものはありふれたデザインだった。シンプルな白銀の土台に、涙粒の形に削り出されたサファイヤ。輪の内側には刻印──セリスという名が刻まれている。

　間違いない。十六年前、妹のリリーナを産み落としてすぐに亡くなった、母の形見だった。

「……どうして……これが、ここに……」

　呟くたびに心臓の鼓動が早くなる。指輪を手のひらに乗せ、ベルナデットはしばらく呆然と、それを見つめていた。

　こんなところにあるはずがない。

　この指輪は確かに、妹のリリーナに贈ったのだ。彼女は指にそれを嵌めていた──そう、あの日──グリフィール家が炎に包まれ、リリーナも命を落とした、その直前に。

　焼け残ったのだろうか？　いやそれにしては、金属部分に歪みも煤汚れすらもない。かといってリリーナの性格上、指輪を外していたとも思えない。宝飾品が大好きな彼女なら、この豪華な指輪を手に入れたその日に仕舞い込むなんてありえない。

（リリーナの死因は、焼死ではなかった？　あの火事からは無事に生き延びて……）

　──だとしたら。リリーナはいつ、なぜ死んだ？ 

　瞬間、頭の中に幻こ聴えが聴こえた。




　──火災のあと──借金が発覚して、前旦那様にリュカに詰め寄って──。

　──リリーナ様が──。




　このコニスの言葉では、家族は家事のあとしばらく生き延びていたことになる。その真偽をリュカに問うた時、彼は言った。二人の遺体は火災現場から見つかった、と。

　言い間違えたのは、コニスではなくリュカ？　いや彼はあんなにもはっきりと否定した。間違えたのではなく嘘を吐いたのだ──父達が生き延びていたことを。

　なぜ？

　リュカがベルナデットに嘘を吐く理由など無い。何も無いはず──だけど、もしも何かがあるとしたら。父が死んだことで、リュカが何かを得られたならば。

　考え始めてしまうと止まらない。感情で否定しようとすればなおさら、残酷なまでに客観的な事実が浮き彫りになって見えてくる。

　そして戦慄する。この十年で、拾われた魔族の少年が手に入れたもの数に。




　ベルナデットは悲鳴を上げた。







【第三章　氷の檻】








　そして、また。ベルナデットの部屋を、悪魔が訪ねてくる。

　無知で愚鈍で、人を疑うことを知らずに生きてきて。弱っているところに優しい言葉をかけられたらすぐにほだされ、身体を委ねてしまった、愚かな女を犯しに来る。

　コツコツ、硬質なノックの音に、ベルナデットは返事をしなかった。ただベッドの隅に座り込み、膝を抱えて、爪を噛んでいるだけだった。

　ノックの主は、しばらくの沈黙を経て、再度ノックをした。それも無視すると、突然、無許可で扉が開かれた。真っ暗闇の部屋に、廊下から一条の明かりが差し込んでくる。

「ベルナデット様？　もう眠っているの？」

　よく知った男の声。

　十年前──ベルナデットの認識ではほんの数か月前には毎日聴いていた、柔らかな高音の声ではない。とっくに声変わりをした、大人の男の声だった。ベルナデットをかどわかす悪魔の声。ベルナデットから何もかもを奪っておいて、さらに心まで奪おうとした男。

「……リュカ」

　その名を呼ぶと、彼は驚いたように、小さく息を漏らした。

「起きていらしたのですか。どうしたのです、まだ陽が沈んだばかりだと言うのに、ベッドの上で……。体調が悪いのですか？」

　ベルナデットは答えなかった。体調は悪くない。心の中は地獄の底に居る気分だが。

　返事をもらえなかったリュカは、本当にベルナデットが体調を崩していると考えたらしい、心配そうに、優しく様子を窺った。

「今日は、コニスは休養を取っていると聞きました。コニスの病が移ったのでしょうか？　であれば軽い風邪とのことだから、心配いりませんよ。同じ薬を持ってきましょうか」

「…………いらない……」

「……。起きているのであれば、とりあえず灯りを点けましょう。暗闇でじっとしていたら、身体だけでなく気持ちまでが落ち込んでしまいます」

　リュカは、扉口に置かれたトーチを手に取った。ガラスの板を取り外し、中のロウソクに向かってマッチを擦る。

　ポッと軽い音と共にトーチに火がともり、部屋は一段明るくなった。ベルナデットは悲鳴を上げた。

「やめてーっ！」

「ベルナデット様？」

「火を、火を付けないで……消して！　今すぐ消して！　いやああああっ！」

　頭を抱え、ベッドの上で丸くなる。シーツに全身を潜らせて、ベルナデットはガタガタと震えた。リュカが心配し、近づいてくる気配にますます戦慄する。薄っぺらいシーツを一枚、鎧に纏って、ベルナデットは絶叫するしかなかった。

「あなたが、あなたがやったんでしょう……そうやって、あの日も！　あなたが魔法で火を放ったんだわ！」

「火を？」

　シーツの向こうで、訝しげな声を出すリュカの表情は見えない。

「……何を言っているんです？　あれはただの事故だと、説明しましたよね」

「ええ、騙されたのよ、あなたに」

「僕は氷の魔法しか使えません。炎の術も試みたことはありますが、どうも適性が無いようで。もとより、一人につき一属性しか使えないものなのかも」

「嘘つき！　わたしを殺そうとしたくせに!!」

　叫び、ベルナデットは枕を投げつけた。柔らかな綿の塊は、リュカの胸のあたりに当たり、地面に落ちる。こんなもの何のダメージにもならないとはわかっていても、攻撃せずにはいられないかった。これくらいしか、ベルナデットは武器を持っていなかった。何もできるはずがない、相手は魔族──ベルナデットの人生を食いつぶした魔物モンスターなのだから。

「……何の話でしょうか？」

　リュカは優しい口調で囁きながら、床の枕を蹴り飛ばした。邪魔な障害物を排除して、ゆっくりと、ベッドに歩み寄ってくる。

　ベルナデットは出来る限りの憎悪を視線に映して、リュカを睨みつけていた。手が届くところまで近づいたら、思い切り殴ってやるつもりだった。そんなベルナデットの心境を知ってか知らずか、リュカは一度目を閉じ、それから小さくため息を漏らした。

「何か、誤解をされているようですね。あの火災事故は僕が放火したとでもお思いで」

「違うというの？」

「違います」

　彼は即答した。だが、ベルナデットは首を振る。

「信じられない。わたしの家族は、あなたが追放した。この家を乗っ取るために」

「……違います」

「嘘つき！　証拠がここにあるのよ！」

　強い口調で言い切ると、今度こそ、リュカの眉が動いた。ベルナデットは、ずっと握っていたものを投げつけた。リュカの足元に、青い石の指輪が転がる。彼はそれを拾いもせず、ただ「ああ」とだけ呟いた。

「……亡き奥方様の形見、ですね。ベルナデット様が、ずっと大事にしていらした……」

「あげたのよ。火災が起きたあの日、妹に託したの」

　そういうと、今度こそリュカは本当に驚いたようだった。執事見習いとして、幼い頃からそばにいた彼は、ベルナデットがこの指輪をどれほど大事にしていたかよく知っていた。ベルナデットの行動は完全に想定外だったらしい。そしてすべてを悟って、彼は、笑った。

「……そうでしたか。確かに、あの女はそのように言っていましたね。苦しい嘘だと思っていました。僕はてっきり、火事の後、部屋から盗んだのだとばかり……」

　静かな自白に、息を呑む。ベルナデットはベッドの上で後ずさりした。

「……では、やっぱり妹は生きて──あの火事で死んだのではなかったのね？」

「ええ、お父上もね。焼けたのは、ベルナデット様の部屋だけでしたから」

　穏やかに微笑んだまま、こともなげに言うリュカ。どうやらもう、隠すつもりもないらしい。ベルナデットの家族は、あの火災のあとも生きていた。そしてリュカが意図的に、彼らを追放し、乗っ取ったのだと。

「……やっぱり、あの火事は人為的なものだったのね」

　あの日、ベルナデットの部屋に火災の原因になるようなものは何もなかった。暖かな季節、暖炉は数か月も使っておらず、燭台はコニスが持ち去り、他に火元はない。初めはそれを疑問に思っていなかった。ほかの部屋からの延焼だと勝手に思い込んでいた──いやそれも、リュカが言ったのだ。屋敷中が炎上し、その修繕に大金がかかったなどと──そう言っていたのはリュカだ。

　ベルナデットの部屋に出入りが出来るのは、家族と侍女、そして執事だけ。ベルナデットを魔法で氷漬けにできたのは、魔族の末裔であるリュカひとりだけ。失墜したグリフィール家に、無給で居残り続けたのはコニスとリュカ。頭脳明晰で、絹産業の経営が出来るのはリュカだけ。そうしてこの家の主となり、何もかも、ベルナデットの体すらも奪い手に入れたのは、リュカただ一人──。

　リュカはベルナデットを護ったのではない。炎で攻撃し、そして氷漬けにした犯人だった。愛する長女が氷漬けになり、王太子との婚姻も破談、父の悲しみと混乱につけこんでまんまと経営を乗っ取ったのだろう。あげくに父と妹を追放した。ベルナデットの人生は、何もかも、リュカの欲望に食い散らかされたのだ。

　その真実に行きついた時、ベルナデットの胸を衝いたのは激怒ではなく、深い悲しみだった。

（わたしは、リュカに利用されただけだった。愛されてなんかいなかった……）

　気が付いてしまったことに、後悔すら覚える。涙の粒が次々にあふれ、ベルナデットの頬を伝い落ちる。

　この一か月間──いや、二十年間、信じていた。リュカに慕われていると思い込んでいた。楽しかった。幸せだった。それがすべて嘘だった。

「真実になんて、気づかなければ良かった」

　リュカは、そんなベルナデットを愛し気に見つめ……そして、

「ははっ──あはははは！」

　不意に笑い声をあげた。心から愉快で、嬉しくて仕方が無いと言った笑い声。予想外の反応に、ベルナデットは思わず後ずさりをした。

「な……何が可笑しいのよ」

「だって、本当にベルナデット様が可愛いから。純真無垢で、単純で」

「ど、どういうこと？」

　聞き返しても、リュカはクックッと笑いを噛み締め、肩を揺らしているだけだった。何も話してくれず、ただ笑いながら、ベッドへと歩み寄ってくる。硬直したベルナデットに手を伸ばし、ひんやり冷たい指で顎を掴むと、そのまま唇を奪われる。

「っう……！」

　きつく結んでいた唇に、リュカの舌が無理やりに抉じ込まれる。ベルナデットはすぐに彼を突き飛ばした。慌てて逃げ出そうとしたが、すぐに手首を掴まれ、押し倒される。ベッドの上で、リュカの体重で磔はりつけにされて、ベルナデットは力なく呻いた。

「はなし……て……！」

「離さない。こんなに無垢な少女を、世に解き放っては大変なことになるからね」

「何を言って──嫌っ、やめて！」

　顔をそむけたのを、無理やりに顎を掴んで振り向かせるリュカ。固く結んだ唇に、噛みつくように口づけてくる。

「んうっ……!?」

　固く閉じていたベルナデットの唇を、舌で無理やりにこじ開けてくる。

「ぃっ……あ……いやっ」

　長い舌で舌根までをまさぐられ、のどの奥まで弄ばれる。悶絶し、反射的に顔を背けようとしたベルナデットをやはり力づくで抑え込んで、リュカはなおもベルナデットを啜った。

「んあ……いやああっ！」

「ベルナデット」

　かつての少年時代とは似ても似つかぬ低い声、だがかつてと変わらぬ──いやそれ以上に深い慈しみの感じさせる、甘く優しい声で、ベルナデットの名前を呼ぶ。

「火事はただの事故。誰のせいでもないよ」

「……な、にを今更……まだ嘘を」

「嘘じゃない。信じて、ベル」

　ベルナデットを見つめ、囁くリュカ。紫の瞳に、深い悲しみが宿っているように見え、ベルナデットは息を呑んだ。救いを求めて縋る目。まるで初めて出会った日のような。

「僕はあなたを傷つけたりしない。信じて。愛してる」

　低く掠れた声に、甘やかな愛情を感じる。だが顎を掴む指には、有無を言わせぬ強制力があった。力づくでベルナデットを抑え込みながら、声と唇だけは優しい。だがベルナデットには、絆されてなるものかという強い意志があった。指先でも足でも、とにかく動かせるところを総動員して、リュカの体を攻撃した。

「離して……嫌！　もうあなたの正体はわかっているのよ。離して！」

「離さない」

　リュカはベルナデットの両腕を頭上に上げさせ、両手首を重ねて掴んだ。ベルナデットの二本の腕、それを片手だけで押さえるリュカ──なのに、動けない。ベッドの上に張り付けにされてしまった。

　──リュカの手は大きく、強かった。ベルナデットの知る、幼気な少年のものとは全然違う。長く太く、骨ばった指が手首に食い込んでくる。押しのけようとしてもびくともしない。身体も、リュカが覆い被さっているためせいぜい腰をよじるしかできなかった。

「抵抗しても無駄ですよベルナデット様。僕が何歳いくつになったと思ってるんですか」

　囁き声と同時に、足元に異様な感触。腿を撫でられて、ベルナデットは悲鳴を上げた。

「い──いや！　いやっ！」

　無理やり開かせた足の間に、つうと伝うリュカの指。下着の上からベルナデットの秘部を撫で、リュカは微笑んでいた。

「もしも、僕が炎であなたの部屋を焼いたとして……その後、家族を追放したと仮定して。それで、あなたの現状がどう変わりますか？」

　残酷な言葉がベルナデットの心臓に突き刺さる。

「あなたには行く宛てが無い。ここから出る手段も無い。どうにか脱出したとして、野山で暮らす術も無い」

「……離して…………」

「離さないよ。あなたを護るために」

（護る？）

　仰向けに張り付けられたベルナデットの上に、リュカがのしかかってくる。優しく抱かれていた時には頼もしく、安心感を覚えた体温に、今は恐怖しか覚えない。ぎょっとするほど太く筋肉質な腕も、広い背中や胸板も、冷たい鉄格子のように見えてしまう。全身を使ってベルナデットを緊縛し、微笑みだけは優しいままで、男は甘く囁いた。

「あなたはひとつ、誤解をしている。僕がこのグリフィール家を乗っ取るために、あなたを利用した……あなたを騙すために抱いたと思っているのでしょう？」

「そ、その通りでしょう。今更、違うと言うの？」

「ええ、違います」

　リュカは頷いた。

「目的が逆だ。僕は、あなたを手に入れるためにこの家を乗っ取った……あなたが欲しかった。ずっと昔──十年よりも更に前。あなたに救われた、その日から」

　ベルナデットは息を呑んだ。

「僕だけのものにしたかった」

「──ひっ」

　リュカの一部が硬くなっているのを感じて、ベルナデットは悲鳴を上げた。逃げようとしたが、両手首をリュカによって拘束されている。

　リュカは無言で、ベルナデットの首筋に唇を寄せた。

「いやっ……ぅくっ、う……!!」

　これも魔族の特徴なのだろうか、リュカの舌は長く、そして熱かった。焼き印を施すかのように、熱く湿った舌がベルナデットの皮膚を這う。

　まるで獣に食われているような錯覚に、ベルナデットの喉が緊張で鳴った。

　思い切り顔を背けても、強引に顎を掴んで前を向かせ、リュカは獣のように噛みつき、舐めて、しゃぶった。頬肉を食まれ、耳の穴にまで舌を捩じ込まれる。たまらず口をかすかに開くと、すかさず唇まで奪われた。唇の形を舌先でなぞるように舐められたかと思ったら、長い舌がそのまま口内へと潜り込んでくる。にゅるにゅると舌を絡め取られ、口の中を舐め回された。舌根や歯列までも凌辱され、沁み出た唾液はすべて啜られる。破瓜の日、あんなに優しく甘やかだったキスは、もはや獣の捕食になり果てていた。

「ん、うんん……っ！」

　それは愛撫というよりも、肉食獣が獲物を前に舌なめずりし、味見しているようだった。舌根ごと弄られ、啜られて、己の魂が吸い取られていく消失感。

　そんな恐ろしい体験をしながら、不思議とベルナデットの体は火照っていった。薬物に侵食されたように、体の力が抜けていく。

「んっ……ううっ」

　嫌なのに。恐ろしいのに。舌が口の中から離れていく瞬間、熱い吐息がほうと漏れた。

　それに気を良くしたのか、リュカの舌はどんどん遠慮をなくしていく。

「うぅん、んっ」

　唇を凌辱されるがままになっているうちに、なにやら良くない感触が胸のあたりを這い回っていることに気がつき、我に返る。

「っ、あっ、だめっ」

　リュカの右手がベルナデットの胸元をまさぐり、リボンを解いていた。

　平常のドレスと違い、今ベルナデットが着ているのはゆったりとした寝間着だけ。前をはだけさせると、白い胸が簡単にまろび出てしまう。

「いやっ!!」

　あらわになった胸元を、じっくり眺めてから、リュカはくすりと笑った。

「抵抗しても無駄ですよ。この二か月間で、あなたの体はもう、開発されきっているのですから」

「い……やっ。触らないで！」

　ベルナデットの拒絶など気にもせず、リュカは指を伸ばす。

　鎖骨の下から膨らみをなぞり、柔らかさを確かめるように這わせた指先が、淡く色づく先端をツンと突いた。

　それだけで腰が砕けるほどの快楽。ベルナデットの全身が、びくんと大きく跳ねる。

「初めはくすぐったそうにしていたのに、こんなに感じるようになって」

「や、やめっ……」

「やめません。というかまだ何もしてません。……あなたが啼くのはこれからです」

「なにを──ひゃう!!」

　ぬろり、と湿った感触が胸に触れた。

　それがリュカの舌と唇だと気がついて、全身が熱くなる。慌てて身をよじったが、当然逃げられるわけもなく、リュカの舌は的確に色付いた部分を舐め上げた。

「ひぅっ……」

「ほら、たったひと舐めしただけで、先っぽがツンッて立ち上がった」

「あっ、ああ」

「もっと舐めて欲しい？　それとも歯を立てて、ちょっと痛くされたほうが好きですか」

　確かにリュカの言う通り、色づいた先端は硬くなっていた。もっと舐めて、咥えてと主張するようにそそり立っている。リュカはその要望に快く応じ、前歯で優しく食んだ。チリッとかすかな痛みと共に、快感が身体を突き抜けた。

「ああっ──！」

　これだけで、ベルナデットは軽い絶頂を迎えた。びくんびくんと全身が跳ね、リュカの目の前で身をよじらせる。悶絶が治まると、身体にはろくな力が入らず、抵抗する気力すら湧いてこない。

　くたりと脱力したベルナデットを愛おし気に見下ろして、リュカは笑った。

　笑いながらも、両方の乳嘴を交互に咥え、吸ったり噛んだりを繰り返す。リュカに刺激されるたび、短い絶頂を繰り返した。

「あひっ、い、いや、やだぁっ……」

「嫌がってる声じゃないね。もっと、って言ってるみたい」

「んぅ！」

　散々舐め啜られ、敏感になった部分を、リュカはさらに弄ぶ。

　ぎゅっと強くつねられると、痛みとはまた違った痺れが背中に走っていく。

「ひぁっ……！」

「やっぱり、ベルナデット様は虐められるのが好きなんですね。……こっちはどうかな」

　スカートの中、下着の上からゆるゆると撫でていたところを覗き込むリュカ。

「シルクの下着が透けてる……ほら、もう下着越しでも形がわかりますよ」

「あっ！」

　下着の上から、まだ閉じたままの割れ目をなで上げられる。

　両手の親指を使って、閉じていた割れ目を無遠慮に開く。淡い桃色の襞ひだよりさらに奥、臓器じみた肉壁までを、リュカはじっくりと視姦した。

「濡れてる……こんなに乱暴にされても、あなたの体は反応してしまうんですね」

　呟く、リュカの声は喜びに満ちていた。

　湿った皮膚を指の腹で叩き、わざと水音を高く鳴らして、ベルナデットに聞かせてくる。

「ほら、太腿まで垂れてる。ベルナデッド様のココ、真っ赤になって、ひくひくして。なんだか甘い匂いもする。雌が雄を欲しがる匂いだ」

　彼は楽しんでいた。ベルナデットの体をまさぐり、恥辱に震える姿を見て笑っている。

「……いやらしい……」

「ん……んんっ」

　荒っぽいキスで言葉と抵抗を塞がれている間に、リュカの指が更なる凌辱を始める。花弁を弄ぶようになぞられると、それだけで気をやってしまいそうだった。

　──絶頂など、迎えてなるものか。

　血が滲むほど強く、唇を噛み締めて、ベルナデットは理性を取り戻す。

　──女の悦びなど、感じてなるものか。こんな裏切り者の、悪魔の性技などに屈するものか──。

　その意志を貫くことだけが、ベルナデットに残された最後の砦だった。唯一出来る、心だけの抵抗。

　だがそれすらも危うく、解けそうになっている。

　リュカの指の動き、囁く声、口付け、汗のにおい、体温、吐息のすべてに、ベルナデットの身体は発情する。彼が触れた箇所を中心に、波紋のように熱を帯び、ベルナデットの全身を痺れさせるのだ。胸も膣も、頬も髪も、すべての皮膚すらも、我先に競ってリュカの愛撫を欲しがっている。

　リュカの顔が近づいてくる。次に刺激を与えられるのは何ど処こだろう？　怯えと期待で、全身が心臓になったようにドクンドクンと脈打っていた。

　やがて、ある一か所に彼の口づけが与えられる。

　普段、薄い包皮に覆われた、最も敏感な花芯。リュカの愛撫を期待して、まるで男根のようにピンと起ちあがり震えるそこに、リュカはがぶりと食いついた。

「ぁあ──……っ」

　絶頂は唐突に、一気に駆け上って来た。

　全身が発情し、どこに触れられても感じてしまうベルナデットの、最も敏感な突起。リュカはたっぷりの唾液と共に、ベルナデットのクリトリスを口の中に閉じ込めて、ぢゅうと音を立てながら激しく吸った。チリリと痛みを覚えるほどの強烈な刺激、のけぞって悶えたとたんに今度は優しく、ねっとりと根元から舐め挙げられる。

「あひいぃっ……」

　そんなあられのない声を上げ、許しを乞うても、リュカは手加減などしなかった。舌先でちろちろと先端をくすぐり、時に前歯で甘噛みしては、乳飲み子のように音を立てて吸い付いてくる。リュカの唾液よりはるかに大量の水分が、ベルナデットの秘部からあふれ、シーツにシミを広げていた。

　そのとろみを指に纏わせて、リュカは二本の指を揃え、ベルナデットの膣に、突き入れた。ベルナデットはとっさに膣口を締め、侵入を防ごうとした。だがさんざんクリトリスを弄ばれているうちに溢れ出した愛液は、大量の潤滑剤となり、リュカの指を内部へ導く。ほとんど抵抗もなく、リュカの指は膣口を突破し、内部の襞をザラリと撫でた。

「ああ──っ……！」

「そんなに、大騒ぎしなくても。指二本くらい、今まで何度も挿れてきたでしょう」

　そう言いながら、リュカは中で指を開き、くちゃくちゃと音を立てて掻き混ぜ始めた。同時に、クリトリスへの口づけも再開する。するとさらに、ベルナデットは体液を垂れ流し、指のピストンに抵抗できなくなってしまうのだ。

　そそり立つ芯の熱く湿った舌でべろべろ舐められて、膣の中は、乱暴に蹂躙される。

　しまいにリュカは指をもう一本増やし、ベルナデットの膣内を、三本の指でぐっちゃぐっちゃと掻き回した。出鱈目に、無垢な子どもが遊んでいるように滅茶苦茶に、蜜壷の内にある性感帯、すべての箇所をそれぞれの指が同時に擦り、穿ち、摘まんで抉る。

　リュカはもう、痛いか苦しいか、気持ちいいかとすら尋ねなかった。さんざん弄ばれ赤く腫れあがった肉襞から、間断なく滴る蜜液がすべての答えと解釈し、ひたすらに凌辱を繰り返すばかり。ベルナデットはもはや嬌声すら声にならない。ただリュカの指にいじられるまま、ベッドの上で尻を振り、切れ間すらない快楽地獄に喘ぐだけだった。

　──女性の悦びとは、愛。家族みんなに祝福されての結婚と、己の血脈を残すための子孫繁栄、出産である──ベルナデットは、そう教わって生きてきた。

　性の悦びは、子孫繁栄には不要であり、不浄のもの。ただし愛し合う夫から与えられる場合のみ、喜ばしいもの……そのはずだった。

　……それなのに、今の自分は。

「気持ちいい？　ベルナデット様」

「ああっ、はひっん、んああっあっ、あううっ」

　リュカの問いかけにも、喘ぎ声しか返せない。そして、

「あァ──……っ！……」

　もう何度目かわからない絶頂に至る。

　それでもリュカの愛撫は止まらない。

　指を抜いてくれたかと思ったら、今度は舌を膣穴にまで捩じ込んできた。さんざん指で弄ばれ、赤く腫れあがった肉壁を、柔らかな舌が舐めて慰める。ねっとりと甘やかされて、もう……何をされているのかも、わからなくなる。

　いつになったら終わるのか。リュカが疲れてやめるのと、ベルナデットが壊れてしまうのと……どちらが早いだろう──。

　全身を脱力させ、リュカにされるがままになりながら……ベルナデットは突然ぼろりと大粒の涙をこぼした。リュカはすぐにベルナデットの異変に気が付いた。下肢から顔を離し、半身を起こしてベルナデットの表情を窺う。彼女の涙に、リュカはなぜか驚き、ショックを受けているようだった。紫色の目が動揺に揺れていた。

「ベルナデット様、もしかして、泣いてる？」

「……ええ、泣いてるわ。泣くことしかできないもの」

　ぐすっ、と鼻を啜りながら、ベルナデットは毒づいた。

「……もう、何も信じられない。未来を失くしてしまったのに、過去、ずっと信じてきたひとには騙されて。あげくの果てに、自分の体すら思い通りにならなくて。……本当に、世界中に裏切られた気分よ」

「……ベルナデット様」

「どうしてこんなことになってしまったの。こんなことならいっそ……十年前に、家と一緒に焼け死んでしまいたかった……！」

　涙と共に呪詛が漏れ出し、止まらない。ベルナデットはベッドに顔を埋め、声を上げて泣き出した。リュカは、そんなベルナデットの髪を撫で、涙を掬い、口付けた。まるで駄々っ子を慰めるように、優しく囁く。

「泣かないで。僕がいるから」

　ベルナデットは飛び起き、リュカの横面を思いっきり引っ叩いた。まだ涙が零れる目に憎悪を込めて、リュカを睨みつける。

「おまえなんか要らない……家族を返して！」

　リュカの紫の瞳が、わずかに陰る。

「……返せないよ。あなたの家族はもういないんだから」

「父をどうしたの。妹は今、どこにいるの」

「……さあ」

「とぼけないで！　あなたが二人を追い出したのでしょう!?」

　掠れた声で怒鳴ったが、リュカは表情を変えなかった。紫色に光る、魔性の目を細め……ベルナデットをじっと見下ろす。

「そんなに家族が恋しい？」

　不意に問われたのは、答えが決まり切っていることだった。もちろん、ベルナデットは頷いた。

　十八年間、ベルナデットに淑女の教育を施してくれた父。少し生意気だけど可愛い妹。大切な家族に今すぐ会いたい。

　ベルナデットの返事を確認して、リュカは微笑みを浮かべる。

「……ならば、増やしましょう」

「──え？」

　まったく想定外の、唐突な言葉に素っ頓狂な声が出る。リュカは己の発言を何一つ補足することもなく、ベルナデットの膝を握り、思い切り左右に開かせた。剥き出しになった局部に、己の腰をすり寄せてくる。

　固く起ち上った男根が、びしょ濡れの恥丘をぬるりと滑る。彼の意図を察し、ベルナデットは戦慄した。

「い、嫌……それだけは、やめて……許して」

「許さない」

　リュカの言葉は、鉄の楔のように重く、ベルナデットを拘束する。

「あなたの家族はもういない。あなたの所有物はこの僕だけだ。それで不満だというならば、これから増やすしかないでしょう？」

「いや……っ」

「僕の子を産んで──ベルナデット様」

「……っひッ」

　男根が、割れ目を劈き、侵入してくる。

　氷のように冷たい眼差しとは裏腹に、リュカの肉棒は熱く赤く、まるで焼き鏝ごてのようだった。

「力、抜いててくださいね」

　声音だけは優しいが、その動きに容赦は無い。

　硬く尖った先端で花芯をぐりぐりを押しつぶし、何度か割れ目をなぞって……ゆっくりと侵入を開始した。

　破瓜の痛みなどあろうはずがない、だが火傷しそうなほどに熱い。

「あぐぅっ……」

　内臓を侵す異物感に、ベルナデットは声にならない悲鳴を漏らす。

　ゆっくりと、数秒かけて最奥まで到達したそれは、潤滑液をたっぷり纏い、ベルナデットを傷つけはしなかった。痛みはない。むしろベルナデットの体は、持ち主の意思に反し大喜びで彼の陰茎を加え込んだ。どうか抜かないで、最奥を突いてとねだって、肉壷全体が蠕動を始める。その事実が何よりもつらい。最後に一つだけ残されていた、プライドという大切なものですら、失くしてしまったという喪失感。憎き魔物に、はらわたを食いちぎられた気分であった。

（あぁ……わたし……リュカのものになってしまった……）

　そう考えたとたん、全身の力が抜けた。

　ゆっくりと律動を始めたリュカを、ぼんやりと見上げる。

　そこにあったのは、綺麗な顔を苦しそうに歪めた表情だった。さっきまでは冷たい、作りものじみた微笑みを浮かべていたリュカが、何かを必死に我慢するように奥歯を噛みしめ、目をきつく閉じている。額に滲んだ汗がぼたぼたとしたたり、ベルナデットの顔や胸元を濡らす。

「ベル様……」

　甘く掠れた声で呼ぶ。

　その瞬間、ベルナデットの脳内に、記憶の奔流が押し寄せてきた。

　──最初に浮かんだのは、十年前。ベルナデットの記憶としては二ケ月ほど前の事。王太子との結婚に反対する、拗ねた少年の顔だった。続けて弾けた映像は日常の、ベルナデットに茶菓子を差し出す見習い執事。ベルナデットの苦手な科目の教科書を、諳そらんじて聞かせる生意気な声。微笑みと苦笑いと照れ笑い。

　幼少期──手をつないで歩いていると、彼はいつも、ベルナデットを見上げていた。前を向いてないと躓くわよと注意すると、彼はニッコリ、満面の笑みを浮かべて見せた。

『大丈夫。ぼく、ベル様が大好きだから』

　──何が大丈夫なのかわからなかったけど、嬉しかった。

「──ベルナデット様」

　声変わりをして、低く掠れても、その甘やかさは変わらない。

　変わらない……リュカの声。

　自分を傷つけぬようにゆっくりと腰を進める動きは優しくて……ベルナデットの心地よいところだけを、的確に狙って刺激する。

「あっ」

　こつん、とお腹の最奥にリュカの先端がぶつかったのがわかる。ぶわっと全身の産毛が逆立つほどの気持ちよさに、蜜道がうねる。

「ベルナデット様、今の声かわいい」

「あっ、んっ……ん」

「もっと鳴いて。素直になって……僕に身をゆだねて」

　グイと根元まで押し込まれて、さらにゆらゆらと腰を揺らされると、甘い息が漏れてしまう。

「だ、だめ……」

「駄目じゃない、感じてるんでしょう？　腿までこんなにびちょびちょにして」

　リュカはわずかに腰を引き、杭を半分程度抜き出すと、手を添えて膣口周辺を混ぜ始めた。ぐちゃぐちゃと卑猥な水音が響く。ベルナデットは耳を塞いだ。

「水浸し。すごい、ベルナデット様のここ。僕のをしっかり咥えて離さない。もっともっとって言ってるみたい」

「嘘、そんなこと、ない」

「本当ですよ。ほらこうやって」

　ずんっ、と重い衝撃。子宮口まで一気に突き上げられて、ベルナデットは悲鳴を──いや甘い歓声を上げた。

「ほら。奥まで入れると、襞全部がチュウって吸い付いてくる。入口も締まって、僕のを放してくれないんだ」

「あァ……っあんっ」

「……可愛い、ベルナデット様。可愛い」

　容赦なく前後する肉棒の動きに、お腹の奥が痺れていく。情け容赦など微塵もないピストンだった。それでもベルナデットに苦痛は無い。

「ん、ううっ……はあっ」

　リュカを受け入れている隘路が痙攣し、ねだるようにうねっている。

　肉棒で乱暴に穿たれるたび、全身が甘い痺れに包まれていく。

「あ、あ、あっ、リュカ、リュカぁ」

「くっ。ベル……！」

　腰を掴むリュカの指先に力がこもる。腰を強く押しつけられ、最奥を強く抉られる。膣の中で、リュカのものがドクンと大きく脈動し、一回り大きく膨れ上がるのを感じた。

　──来る。

　子を孕む性の本能が、すべてを理解し、震えた。

「っ、お、ああっ……！」

　リュカの動きが更に激しさを増す。一切の手加減も無く、男の握力が柔らかな腹肉を鷲掴みにした。体重と握力でベルナデットを抑え込み、そのまま激しく腰をぶつけてくる。じゅぶじゅぶと泡立つような水音と、ふたりの皮膚がぶつかる破裂音、それからリュカの、あるいは自身の吐息と嬌声──卑猥な音たちに鼓膜の奥まで犯されて。

　もう……何も、考えられなくなる。

「リュカ……リュカぁ」

　ぼんやり開いた唇に、リュカは噛みつくように口付けた。熱い吐息を二人で分け合うようにして、口を合わせ、舌を絡め、お互いの舌根まで啜る。

「……で、る。出すよ……」

　リュカの、切なさを孕む掠れた声は、卑猥な音に紛れながら、なんとか少しだけ聞き取れた。ベルナデットは頷いた。口を開き、動かす。声にはならなかったが──『いいよ、きて』と。

　──直後、腹の中で蛇が爆ぜる。熱い樹液がベルナデットの内部に注がれて、腹一杯に満ちていく。どくどくと激しい脈動と共に、リュカの精液が注がれたのだ。

「ん、んぅ」

　まだ硬いままの肉棒が、精液を擦り込むように優しく前後する。いいように弄り尽くされた子宮口に、優しくキスをするように……リュカはゆっくり体を揺さぶって……汗に濡れる、ベルナデットの体を抱きしめる。

「ふぁっ……リュ、カぁ………」

「ベル。ああ……僕のものだ」

　リュカは呟いた。

　この言葉を、彼が吐くのは何度目だろう。もう何度となく聞かされた文言……それは、あるいはベルナデットに囁いたのではないかもしれない。リュカ自身が、自分に言い聞かせているのかもしれない。

　──もう大丈夫。ベルナデットはリュカのものになった。もうどこへも行かない、と──。

　太く硬い腕、長く骨ばった指、低く掠れた声。大人の男らしく、筋肉のついた腕が、震えていた。

　ベルナデットを己の胸に監禁して、リュカはまだ、怯えているみたいだった。

「……リュカ……」

　汗に濡れた、リュカの体を抱きしめる。そうすると、なぜか自分のほうが安らいで、ベルナデットはホウと大きく息を吐いた。

　甘い安らぎに、眠気すら覚える。ベルナデットは目を閉じた。




　──幻ゆ想めを見た。

　二十年前……拾った魔族の子が、ボロ雑巾のようだった姿から一変、小奇麗な子ども服を与えられ、健康的な肉付きになってきた頃。ベルナデットの腰ほどしかない背丈で、せいいっぱい背伸びして、耳打ちしてきた幼いリュカ──。

『ベル様にだけ教えてあげる』

　誰にも言わないでね、と念押しをして。

『ぼく……本当は、とても強いの。魔法でね、あんなやつら、氷の中に閉じ込めてしまえたの』

『……ん？　あんなやつらって？』

『ベル様と初めて会った日、ぼくを蹴飛ばしていた、いやなやつら。……本当は自分でやっつけられたの。でもそれをしてはいけないって、お店のひとにも、ずっと言われてきたから。だから、魔法はだめだから』

『んっと……そう、なのね。わかったわ』

　どうも要領を得ない幼児の話を、ベルナデットはとりあえず頷き、肯定した。つまりは適当に聞き流していた。だって信じられるわけがない。魔族など伝説上の生き物。魔法なんておとぎ話の中だけのこと。目の色が少し珍しいだけの、幼気な子どもがそんなことできるはずがない──と。

　だから、続く言葉も本気にしていなかった。

『でもね。もしベル様をいじめるやつがいたら、ぼくはこの魔法を使うんだ。ベル様を絶対、助けるし、ずっとずっと守ってあげる』

『ん？　う、うん……』

『だからその時は……ベル様。ぼくの、お嫁さんになってください』

　そう言った、少年の声は思いのほか強く、決意に満ちていたのを覚えている。

（……あの時、わたしはなんと返したのだっけ……？）

　ぼんやり、そんなことを考えながら、ベルナデットは目を閉じた。

　憎い、家族を奪った男がすぐ隣にいる恐怖や、怒りはもう感じない。まるでこれまで通り、愛し合う男に抱かれただけのような──甘やかな疲労感だけが、ベルナデットの意識を蕩けさせていく。腹の中に、彼の体液を抱え込んだまま、ベルナデットは深い眠りへと落ちて行った。
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　意識を取り戻したのは、翌日の夕方。丸一日近くが経ってからだった。

　部屋に差し込む夕日の色で、それを察した。

　ベルナデットの人生で、こんなにも長く、深く眠ったことはなかった。それを、よりによってこの時に──そんな自嘲をしながらも、ゆっくりと身を起こす。

　いつの間にか、寝間着を身に着けていた。確かに全裸で、それも卑猥な体液に全身を濡れさせていたはずなのに、変なにおいも無い。シーツも清潔なものに取り換えられていた。どうやら眠っている間に誰かが清め、着替えさせてくれたらしい。

　膣内も……何も残っていない。

　下腹部をさすってそれを確認しながら、ベルナデットは呟いた。

「誰が掃除してくれたのかしら。コニス？　それとも……」

「僕ですよ」

　声は、意外と近くから聞こえた。視線だけで発信元を探すと、ベルナデットのすぐ足元、ベッドの隅に、リュカが居た。

　仏頂面で足を組み、そこに肘を立て、頬杖をついている。執事見習いの行儀作法を学び始めてからは見たことが無い、躾のなっていない子どものままの仕草だった。

　見るからに、不機嫌そうである。だが力づくでベルナデットを組み伏した時の、暴力的な気迫は感じない。むしろ、子どもっぽい所作のせいだろうか、なんだか懐かしさすら覚えてしまった。

「……リュカ……。……あの、わたし……」

　と、話し始めたベルナデットに、リュカが無言のまま、何か紙束を投げてよこした。十枚程度、すべての紙にびっしりと文字が書き込まれている。どうやらこれを渡すために、ベルナデットの目覚めを待っていたらしい。彼が何も話さないので、ベルナデットも何も聞かず、渡された紙束を手に取った。

　一枚目には大きく、『グリフィール邸火災事故詳細検分報告書』と記されている。

　硬直しているベルナデットに、リュカは優しい声で、中を読むように促した。ベルナデットは素直にページをめくった。中に書かれていた文字列を、ただ漫然と読み上げていく。

「……火災の原因は……侍女の不注意。主の就寝後、燭台の火を消すのを忘れて退室。その後、室内を舞う埃に引火したと見られ……」

　そこでベルナデットは表紙に戻り、作成者の署名を確認した。検分をしたのは国の調査機関、報告をまとめたのは裁判所。正式な公的文書だ。

「……では……事件の犯人はコニス……!?」

「事故の原因はコニス、です」

　リュカは窘めるように、ベルナデットの呟きを訂正した。

「どうかコニスを責めないでやってください。この調査も、あくまでも推測……彼女が火を消し忘れていたと、確定していません。しかし彼女は自責の念で、没落したグリフィール家に残り、十年間無給であなたの世話に従事してきました。償いとしては十分かと」

　言われなくても、ベルナデットはコニスを責める気にはなれない。続く書面を読んで、もはやそれどころではなかったから。

　書類は火事の原因調査だけではなかった。一枚目より半年ほど後の日付で始まった、『失踪者追跡調査報告書』……調査対象者の名はベルナデットの家族。

　父、元グリフィール家当主、死亡。

　妹、リリーナ・グリフィール、死亡。

　死因は溺死。二人共、川に自ら身を投げた可能性が高い、とあった。

　紙束を握る手が震える。

「……お父様……リリーナ……！」

　ベルナデットの家族は命を落としていた。その事実よりも、原因のほうに強く動揺した。自ら身を投げた？　あの気丈な二人がなぜ、どうしてそんなことに──言葉もないベルナデットに、リュカは静かに語りかける。

「以前から経営が上手くいっていなかった、というのはすでにご存じですね？」

　問いかけに、無言で頷く。

「借金取りからの催促は、以前よりとても厳しく、当主様は精神を病む寸前でいらっしゃいました。……唯一、起死回生の希望として王太子殿下との縁談に懸けておられましたが……」

「──わたしが氷漬けになったから……」

「僕があなたを氷漬けにしたから、です」

　リュカは即座に訂正した。

「大い人まの僕ならば、燃える炎に冷気をぶつけて消火できたかもしれません。だけどあの日の僕は幼くて、力が無かった。ベルナデット様を熱から護らなければという気持ちだけ暴走して、あなたを氷に閉じ込めてしまった。しかも何年も、溶かし方もわからなくて。王太子様は待ちくたびれて、他の女に行ってしまった」

「……それで……いよいよ稼業が立ちいかなくなったのね」

「はい。思いつめた当主様は妹君を連れて──」

　それから続く言葉を、彼は呑みこんだ。それで十分にベルナデットも理解できる。ベルナデットは涙を零した。

　だが不思議と、驚きはなかった。一度は火災による死を受け入れていたからだろう、死因とその時期が変わったというだけで、二度と会えないことには変わりない。家族を亡くした悲しみは、もう何日も前に乗り越えてしまっていたのだ。

　自分なりに消化済みのベルナデットより、むしろリュカのほうが、その事実を受け入れがたく思っているようだった。顔を両手で覆い、大きくため息を吐く。

「申し訳ありません。あなたの家族の最期を、隠すようなことをして……」

　ベルナデットは首を振った。リュカがベルナデットに隠した理由は明白だ。

　氷漬けから目覚めたばかりの時は、十年経っていることすら受け入れ難かったベルナデット。家族の死を知り、パニックを起こすほどに狼狽した。その死因が身投げと聞けばさらにショックを受けただろう。火事の要因であるコニスを許せたかも怪しい。「なぜ、どうして、自分に何かできることはなかったか」と思考の沼に沈み、やがて強く自責しただろう。

　日が経って、落ち着いた今でも思う──自分にもっと経営力があれば、あるいは女としての魅力があって王太子を繋ぎとめることができたなら、父や妹を救えたのではないか。大切な家族を守れたかもしれない──と。

「もしもあの日、すべての真実を聞かされていたら……わたしはきっと二人の後を追って、身を投げていたわ」

「……でしょうね」

　リュカは肯定した。

　そう──彼は、そんなベルナデットを護った。ベルナデットのために、残酷な真実を隠してくれたのだ。

「……謝るのはわたしのほう。ごめんなさい、あなたが放火したとか、家を乗っ取っただなんて、酷いことを言ってしまって」

　リュカは首を振った。

「いいえ、あなたの家族は僕のせいでいなくなったも同然です。何と詫びればいいのか、言葉もありません」

　ベルナデットは首を振る。なぜ彼が謝るのかがわからない。経営が傾いていたのは父のせい、心の支えになってやるべきは家族の自分。いくら優秀とはいえ、当時のリュカは執事見習い、それもたった十四歳の少年だ。経営を支えられなかった責任などあるはずがない。

　ベルナデットの胸にリュカへの怒りなどない。

「リュカのせいじゃない。リュカはできるだけのことをしてくれたわ」

　本心からそう伝えるが、リュカはあくまで首を振る。

「あなたを護ると誓ったのに。僕はなんにもできなかった」

　顔を隠す彼の指が、わずかに濡れて、光っているのが見える。ベルナデットは彼に飛びつき、抱きしめた。

「どうしてそんなことを言うの!?　リュカは、わたしのそばに居てくれたじゃない……！」

「……ベルナデット様……」

「氷漬けにしてくれたのも感謝してる。お父様がいなくなってから十年近く、ひとりで頑張ってきたんでしょう？　それで経営を立て直して、屋敷を護ってくれたことには感謝しかないわ」

　そう口にしてみると、今更ながら、リュカに酷いことを言ってしまったと後悔が押し寄せてくる。リュカがグリフィール家を乗っ取っただなんてとんでもない。リュカはずっと守ってくれたのだ。この家を、そしてベルナデットを。

　リュカの手が震えていた。ベルナデットは、彼の手首を掴んで無理やりに開かせた。露わになった彼の顔は、やはり涙ぐんで、真っ赤になっていた。まるで悪戯を叱られて、べそをかいている子どものよう。ベルナデットは一瞬だけ、笑ってしまいそうになった。幼いころのリュカを思い出して。

　かつてそうしてあげたように、優しく、言い聞かせる。

「だからリュカ、泣かないで。わたしももう、泣かないから」

「……しかし、僕には償いようが──」

「もういいの。もういいのよ。すべては終わったこと。十年も前に終わってしまった事なんだから」

「……でも……」

　なおもぐずぐず言う唇に、ベルナデットは噛みつくようなキスをした。驚く彼の、今度は額に。頬やあご、そしてまた唇にもキスを贈る。キスにまみれて、目を白黒させているリュカ。そうしているとやはり、幼いころの面影が色濃く見える。

　ベルナデットは笑った。自分自身も涙を浮かべながら。

「わたしは何もかも失くしてなんかいなかった。……あなたがいる。リュカがそばにいてくれるなら、もう何も、怖いもんなんてない」

「ベルナデット様……」

「だからリュカも、安心して。あなたには、わたしがいる。ずっとそばにいるからね」

　そう囁いて、もう一度、深い口づけを捧げる。

　するとやっと、リュカは涙を止めた。妖しく光る、紫の目を細めて。

「……はい。ありがとうございます」

　そう言うリュカの、やっと浮かんだとても無邪気で、子どものようで。ベルナデットと手をつなぎ、甘えるように見上げてきたリュカのままだった。

　ベルナデットは、改めて思う。

　自分はやはり、何もかも失くしたわけではなかった──と。

　無邪気な少年の微笑みを浮かべたリュカと、少女のまま時が止まっていたベルナデット。ふたりは長い時間、見つめ合う。そしてどちらからともなく目を閉じて、唇を重ねた。

　浅く、淡い初恋のような口づけ。ベルナデットは何かくすぐったい気持ちになった。

　リュカも同じなのだろう、紫色の目を細めて、ベルナデットの頬に手をやった。

「愛してる……ベルナデット様」

　その囁きに、思わずクスリと笑ってしまう。

「リュカって、こんな風になってもわたしのこと、様付けで呼ぶのね」

「それは、まあ、長年そうしてきましたから」

　ベルナデットの意図を察して、リュカは気まずそうに顔をそむけた。だがベルナデットはあきらめない。逸れた視線の先に回り込み、真正面からリュカを見つめてやる。

「リュカ、お願いがあるの」

「……はい」

「わたしのこと、主のように扱うのはやめて。わたし達はもう、主と執事の関係ではないのだから」

「……は──う、うん……」

　リュカの喉仏が上下した。少しの時間だけ、リュカは脳内で言葉の整理と、一種の覚悟をしていたらしい。やがてまっすぐにベルナデットと視線を合わせると、無駄に大きく口を開けて、一音一音丁寧に、言葉を紡いだ。

「ベルナデット……？」

「ベルって呼んで、リュカ」

「…………ベル」

　口にしたとたん、リュカの顔面が見る見るうちに赤くなった。いつもは表情の変化に乏しく、冷静な元執事の、少年みたいな反応に、ベルナデットは吹き出した。衝動的にリュカに抱きつき、キスをして、頭を撫でまわして可愛がる。

「リュカ、可愛い！」

　そう言うと、さらに赤くなるリュカ。

（ああそうだわ、この子は昔、わたしが可愛いと撫でるたび、すぐに顔を赤くしていた）

　ベルナデットが口づけをするたび、リュカの体温が上がっていく。その変化がベルナデットへの好意によるものだと理解して、ますます可愛く、いとおしくなる。いくらキスを降らせても飽き足りなかったが、やがては物足りなくなってくる。甘いだけのキス、その先にある快楽を、ベルナデットの体はもう知っていた。リュカの体温が移ったかのように、ベルナデットの体もまた、ゆっくりと火照り始めていた。

　リュカもまた、体温と鼓動のスピードを上げていた。べルナデットを強く抱きしめて、貪るように口づける。先程の、初恋みたいなキスとは異なり、互いの舌を奪い合うように食らいつく。唾液の絡む、隠微な音が高く鳴る。そうしながら、どちらともなく相手の服を脱がしていった。

　釦ぼたんが憎い。服がこんなにも邪魔なものだとは思わなかった。

「ん、っは……んくっ」

「ベル……！」

　自分のものか、相手のものか、混ざり合ったその唾液を嚥下する。

　気付けば胸元の布地はすべて剥ぎ取られ、膨らみが露わになっていた。その先端に、リュカは思い切り吸い付いた。湿った舌が這い、啜られる。

「──ああっ！」

　ベルナデットはのけぞった。まだ乳首を刺激されただけなのに、軽い絶頂を迎えてしまった。それを恥じる間すらなく、更なる快楽が襲い掛かってくる。リュカはベルナデットが達したのにも関わらず、舌での愛撫をやめなかった。いっそう敏感になった突起を、容赦なく責め立てられて、ベルナデットは何度も鳴いた。リュカの髪をくしゃくしゃ掻き混ぜて、あられもない声を上げ続ける。間断なく続く絶頂に、理性も思考も飛んでいく。

　人間と魔族、種族の違いだとか。

　実年齢の、年の差だとか。

　生まれた家の身分違いだとか。

　十年前の事故の責任、十年間の空白と、これからの未来だとか。

　そのすべてが頭の中から消滅した。

　リュカの手がベルナデットの下穿きに入り込み、びしょ濡れの秘部に触れる。彼の指は的確にベルナデットの快いところ、最高に感じる花芯を探り当てた。一切の焦らしもなく、ピンッと指先で弾かれる。

「あひぃっ」

　爪先から脳天まで駆け抜ける、大きな絶頂。とたん、ぷしゃっと軽い音を立て、秘所から水しぶきが上がった。透明な液体がリュカの体に思い切りかかる。

「あ──ごめんなさい、わたし、粗相を」

　慌てて身を起こそうとしたが、リュカは退かなかった。それどころかさらに指を動かして、水浸しの蜜壺をぐちゃぐちゃと激しく掻き回す。そのたび、本人の意思に関係なく派手に上がる噴水……リュカの手は、肘まで水浸しになってしまった。耐えがたい恥辱に、ベルナデットは泣いてしまいそうになる。

「ひうううー……っ」

「ベル、可愛い」

　露のしたたる指をぺろりと舐めて、リュカは笑っていた。

「最高。ベルナデットは可愛くて、綺麗で、いやらしくて」

「い、やあっ、は、はずかしっ……」

「こんなにいやらしいのに、まだ淑女であろうとしていて。本当に可愛い」

　リュカはやっと指を退かせると、今度はベルナデットの両膝を掴み、左右に大きく開かせた。剥き出しになった中心部に自身の顔を突っ込み、秘所に向かって口を開ける。そしていきなり、ばくりと食いついた。恥丘ごと口のなかに閉じ込めて、激しく吸い立ててくる。敏感なところもそうでないところも、まるごと食い尽くされて、逃げ場がない。

　じゅるじゅると音を立てて蜜液を啜られていく。ベルナデットの陰核は、もはや哀れなくらいに赤くなっていた。それをねっとりと、舌根でやさしく舐めあげる。

「くああ……！」

　ベルナデットが身をよじっても、尻を鷲掴みにされその場に留められ、ひたすらに陰部をしゃぶり尽くされる。

　もう何度達したかなど、わからない。とうとう視界が白み、まどろんでしまったが、すると痛みを感じるほど激しく吸いたてられ、意識を現実に引き戻される。

　そうして、リュカはベルナデットを好き勝手に食い散らかしていった。

　さんざん弄ばれて、もう嬌声すら上げられなくなった頃……ひくつく膣口に、グッと大きな圧を感じた。炎より熱く、氷よりも硬いもの──脈打つほどに勃ち上がった、リュカのペニスだ。

　ベルナデットは無言のまま、自ら足を開いた。

　リュカも何も言わなかった。

　ベルナデットの腰を掴み、固定させて……ゆっくりと、自身の肉を嵌め込んでいく。これ以上なく準備万端にされたソコは、難なく彼を受け入れた。たとえ激痛だったとしても、もう抵抗する力は残っていなかったが。

　ずぶずぶと、ベルナデットの中にリュカの陰茎が入ってくる。その短い片道だけで、何度も小さな絶頂がやってきた。ベルナデットはもう、リュカによるものならば、何をどうされても気持ちがいい。

「はぁ……ぁっ……リ、リュカぁ……あっ……」

　全身がびくびくと小刻みに跳ねる。しかしこれからもっと気持ちよくなる予感に、ベルナデットは身体を震わせた。

「動くよ」

「だ、だめ、入れただけで、こんなになってるのに……っ」

　あまりの快楽に、腰が砕けてしまう。もう力が入らない。少しでも動くと気をやってしまいそうなほど、全身が敏感になっていた。

「ふーっ、ふーっ、ふー……」

「いつのまにか、ずいぶん敏感で、いやらしい体になってしまったね」

「こ、こんなふうにしたの、リュカのくせにっ──あっ！」

　言いかえしたとたん、最奥をトンっと軽く突かれ、のけぞってしまった。もう何も言えなくなってしまったベルナデットに、リュカはゆっくりと、注挿を開始した。

　ずちゅっ……ずちゅっ……と、肉襞がゆっくりと擦られていく。その度に体ががくがくと震え、目の前が真っ白になる。

「……気持ちいっ、気持ちいぃよぉ……」

「僕も……」

　リュカも興奮しているのか、すこし上擦った声で囁く。嬉しかった。ベルナデットの肉体で、感じてくれてるのがただただ嬉しい。

「あぁ……っまた……イっちゃう……」

　呼吸を整え、体に力を入れて、絶頂を抑え込もうとする。抵抗する意味は何もないのだが、できればもっと理性的に、リュカにも気持ちよくなってもらいたかった。

「リュカ、気持ちいい？　気持ちいいって言って、わたし、わたし、もう」

　しかし、止まらない。

「わたし、イっちゃ、もう、だめ……っあ──！」

　全身を震わせて、ベルナデットはそのまま絶頂を迎えてしまった。膣全体が窄すぼまり、リュカの肉棒を絞り上げていく。ベルナデットの思考など関係なく、子宮がリュカの精液を乞うていた。肉襞ひとつひとつが亀頭を弄り、子種を吐き出すよう催促する。リュカは一瞬だけ抵抗したのち、ベルナデットの体内に吐精した。体内で鉄の杭がドクンと跳ねて、やがてじんわりと、熱が広がっていく感覚。

　濃厚な液汁……リュカの体液が腹の中に満ちていく。それだけでベルナデットはまた大きな絶頂を迎えた。

「ベル……」

　リュカは、ベルナデットの頭をゆっくり撫でた。張り付いた髪を指で梳り、剥き出しになった額に、ちゅっ……と小さな口づけ。

　リュカはベルナデットを抱きしめた。大人の男の、大きくて力強い腕で、ベルナデットの全身を緊縛する。

　彼の胸に囚われて、それでもベルナデットは、逃げようなんて思わなかった。それどころか酷く安堵して、目を閉じ、受け入れる。

「……愛してるわ、リュカ」

　囁くと、リュカは深く、頷いた。

「僕も……」

「どうかお願い。ずっとわたしのそばにいて……」

「誓うよ。僕はずっとベルのそばにいる。そのためなら何でもする。どんなことでも──あなたのためなら」

　誰よりも信頼できる、リュカからの誓いの言葉。

　ベルナデットはホオと息を吐く。

　そしてそのまま、目を閉じた。昏い夜が明けてしまうまで、ずっと。







【エピローグ】








　リュカは目を覚ました。

　夜はまだ明けきってはいないらしい、薄暗い部屋の天井を、しばらくじっと見つめたあと、顔だけを横に向けた。隣には美女が眠っていた。かつての主、ベルナデット・グリフィール……現在リュカの恋人になった女性が、穏やかな寝息を立てている。

　……平和で、幼い少女のようだった。リュカは思わず、クスッ、と笑った。

「可愛い寝顔。ほんと昔から、全然変わらない……」

　思わず呟きが出る。だがその容姿は、「可愛らしい」という評価では収まらない。

　ベルナデットは、まさに絶世の美女だった。真珠を思わせる白い肌に、絹糸のように艶やかな銀髪。瞳はまるでサファイアのように深く青く、どの角度から見ても煌めいている。手足は手折れそうに華奢なのに、男が欲しがる箇所は豊満だ。男ならば誰しもが、その抱き心地を夢想する。彼女を一目見た男は、みな心を奪われた。あの王太子ジェラルドでさえも。

「……いっそこの人が醜ければ良かったのに」

　思わず、そんな言葉が漏れる。苦々しげに奥歯を噛み締めてから、やがてホッと安堵の息を吐いた。

（──本当に良かった。氷漬けにしておいて）

　そうしていなければ、他の男に取られてしまうところだった。

　リュカはベルナデットの髪を撫でながら、自身の英断を褒め称えた。




　十年前、あの夜のことは、走馬灯のように記憶している。

　リュカは一日の仕事を終え、自室で休んでいた。そして誰よりも早く、炎が家屋を燃やす匂いを感じ、飛び出した。匂いの出どころがベルナデットの部屋だと気付き、蒼白になった。それでも走る。

　だが遅かった。到着した時にはもう、ベルナデットの部屋は業火に包まれていたのだ。遠く、ベルナデットの「助けて」という声がわずかに聞こえる。

　リュカは逡巡した。これから井戸に水を汲みに行くなんて、流暢なことはできそうになかった。しかしこの火を消す術はない。迷い、迷って──リュカは腕を伸ばした。もうもうと上がる煙の向こう、咳き込みながら助けを求める人影にむけて──。

「──氷よ！」

　瞬間、リュカが手を伸ばしたすぐその足元から、氷の蔓が伸び広がった。途端に眼前が凍り付き、遠くからの悲鳴も止まる。魔法の氷で、部屋を氷漬けにするのに成功したのだった。部屋の中にいた、ベルナデットごと……ではあるが。

　それでも、リュカは安堵のため息をついた。氷漬けになった床に手のひらを押し当てて、

「──解除」

　呟くと、床の氷が一掃された。続けて扉、そして壁……ベルナデットの部屋はみるみる復元されていく。完全に火は消えていて、かつ、絨毯は濡れてもいなかった。

　これが、リュカの魔法だった。物心つく前に親に捨てられたため、まだまだ魔法で何ができるのか出来ないのかはよくわからない。だがずっと練習はしていた。いつか来る日──愛するベルナデットを、護るべき時のために。

　それにより、氷の結晶に生き物を閉じ込めた場合、生命反応が『一時停止』になるとは知っていた。そしてそれを『解除』する方法も。

（これでベルナデット様は無事のはず。怪我が無ければいいけど……）

（それにしてもなぜ、火元の何もないこの部屋から失火なんて。コニスが燭台を忘れて帰ったとか……？）

　そんなことを考えながら、炎が消え去った部屋へと入る。

　ベルナデットの氷像は、床や壁がすべて溶けてもそのまま残されていた。ホッとして、手を伸ばす。

「解──」

　その時、後ろから叫び声がした。

「なっ……リュカ？　あんたいったい、なにしたの！？」

　グリフィール家の侍女、リリーナだ。リュカは思い切り眉を顰めた。

「リリーナ……様」

　リュカはこの女が嫌いだった。およそ十年前、ベルナデットがボロ雑巾のようなリュカを拾ってきた時、この女は明らかに難色を示した。こんな汚いものを家に入れないで、とキッパリ言い捨てるほど。

　それからも酷かった。ベルナデットが見ていない所で、リュカを小突いたり、飲み物に虫を入れたりと地味な嫌がらせをされてきた。このリリーナという、ベルナデットとは似ても似つかぬ性悪女は、姉を慕うリュカを毛嫌いしているようだった。

　だが今の反応は、これまでの虐めとは違う気がする。なんだろう──と注意深く、彼女の手元を見て……すべてを悟った。

　リリーナの手に青い石の指輪が嵌まっていた。それはベルナデットが、亡き母から譲り受けたサファイヤの指輪だ。執事見習いとしてずっとそばに居たリュカは、ベルナデットがそれをどれだけ大事にしていたかよく知っている。それに気づくと、今度は彼女が地味な黒の服を着ているのも引っかかった。普段は派手なドレスばかり好んで着ているのに、夜闇に紛れてしまいそうな黒づくめで──。

（まさか……）

「おまえが──火を付けたのか？　その指輪を、ベルナデット様から奪い取るために」

　そう叫ぶと、リリーナはアッと声を上げてすぐ走り出した。逃がすわけにはいかない。リュカはリリーナを追いかけた。未だ部屋で氷漬けになっている、ベルナデットを置いたままで。

　それから、リュカはすぐに国に通報した。リリーナを、ベルナデット放火殺人未遂の容疑者として審問にかけるために。国による公正な現場検証が始まると、世間体を重く見た王太子側から、婚約破棄の申し出があった。

　するとまず、リリーナではなく父親のほうが先に逃げ出した。こちらは借金苦で、取り立てに参っての逃亡らしい。続けてリリーナも家出した。ちょうど、王太子が別の女性との婚約を発表した直後だったので、この地に残る理由が無くなったからだろう。

　それからあの二人がどうなったのか、リュカは知らない。生きているかも、死んでいるかもわからない。興味も無かった──リュカにとってあの二人は、あくまでただの、「ベルナデットの付属品」でしかなかったから。

　だがベルナデットにとっては大切な家族であった。二人がいなくなったあと、リュカはベルナデットの心情だけが心配だった。尊敬する父は借金まみれで、その返済のため娘を身売りに出すような男、妹は出来のいい姉に嫉妬し、部屋に火まで着けた放火殺人未遂。家族は外道で商売は借金まみれ、王太子はあっさりと婚約破棄、天涯孤独になったお嬢様──。

　そんなこと、ベルナデットが知ったらどうなる？

　家族が大好きでお人好しで、ボロ雑巾の魔族を保護してくれたような、優しすぎるお嬢様。それこそ、崖から身投げでもしてしまうのではないか……。

　十四歳のリュカはひとり、懊悩した。答えが出るまではベルナデットを氷の中に閉じ込めたままにした。そしてやっと出した結論が、これだった。

　──ベルナデットの氷を解かさない。

　──行方不明になったあいつらが、のたれ死んでいると確信できる年月が経つまで。

　──自分が商売を引き継ぎ、軌道に乗せて、もう安心と言って上げられるまで。

　ベルナデットを、安全な檻に閉じ込め続ける──と。

　そう誓って、拳を握った。

「ベル様……」

　あれから十年。二十四歳になったリュカは、握っていた拳を、ゆっくりと開いた。

　そして隣に眠る、ベルナデットの髪を優しく撫でる。

　見つめれば見つめるほど、触れる指を増やすほど、愛おしさが増してくる。可愛くて可愛くて仕方がない。昔から。初めて会ったその日から、リュカはベルナデットが欲しかった。

　そのためなら何でもする。彼女以外の誰を不幸にしたって構わなかった。

　──だが、それだけだろうか？

　ベルナデットを抱いた時、そんな疑問が頭をよぎった。

　ベルナデットを、氷の世界に閉じ込めた理由は、彼女の心を護るため──ただそれだけだった？　本当に？

「……ベルナデット」

　自身の隣で眠る、愛おしい人。自分を拾ってくれた、優しくて可愛くて大切な人。そして宝石のように美しい人。この絶世の美女を、王太子は決して諦めなかっただろう。ベルナデットもこの婚姻を了承していた。父親が存命であるうちは、断ることもできないだろう。

　そうあの日、彼女が氷漬けになっていなかったなら、今頃は──。

「……でも、もう、僕のものだ」

　ベルナデットの頬とおでこ、それから唇に、リュカはそっとキスをした。

　触れずにはいられない。できることならもっと深く、濡れた舌を挿し込んで、口の中を犯したい。眠る彼女の衣服を脱がし、全身を舐め尽くしてしまいたい。淡い柔にこ毛げの下にある、可憐なピンクの突起を咥えて啜りたい。甘く鼻にかかるような嬌声と、絶頂直前、切なく「リュカ」と呼ぶ声が聞きたい。

　妄想すると、昨夜の情事までもが思い出される。

　──リュカ、リュカ。気持ちいい。

　リュカの首に抱き着いて、切ない声を漏らすベルナデット。その可憐な花弁に、赤く滾る肉棒を捩じ込むと、びくんと全身を跳ねさせて、それからゆっくりと弛緩する。

　襞すべてでリュカのものを歓迎して、奥へ、もっと奥へと吸いこんでくる。亀頭で最奥をノックすると、細い腰をくねらせ、見悶える彼女。

　絶頂が近づくと声が小さく、低くなるのがたまらない。さらに突いて、イかせたくなる。

　そしてこれ以上なく熱く火照り切った体の中に、己の精液を注ぎ込む。ベルナデットは上半身をのけぞらせ、リュカの精液を子宮口で飲み下す。

　いずれベルナデットはリュカの子を身ごもるだろう。そうすれば、家族が増える。二人の絆も深まるだろう。ベルナデットは子を守るため、ますますこの家から、リュカのそばから離れられなくなる……それが、楽しみで仕方がない。

「……愛している……」

　指先に感じる、ベルナデットの前髪の感触。体温。汗で湿った肌。

　あれもこれも、何もかも、リュカのものだ。

　リュカは思う。

　この獣のようにドス黒い欲望を、ベルナデットには一生隠し通しておこう、と。

　甘い恋人、優しい夫、あるいは忠実なしもべとして、令嬢のお相手を務めあげる。理想の恋人を演じ続ける。

　それは決してリュカのすべてではない。たとえ嘘偽りで固めた日々でも、他人から悪魔と呼ばれてもいい。ベルナデットさえ幸せならば。彼女のそばにいられるのであれば、それでいい。

　この愛と彼女の幸せな日常は本物だから。




「──ずっと、そばにいるよ。僕は、あなたのものだから」








ＥＮＤ









あとがき








　濃蜜ラブルージュの読者様、初めまして。とびらのと申します。このたびは「薄氷に囚われた令嬢は魔族執事に寵愛される」をお読みいただき、ありがとうございました。

　創作を始めて○○年……色んなイケメンを創造してきましたが、今作のリュカ君はまったく初めてのタイプでした。

　そう、ヤンデレ！　年下執事！　敬語で淫語責め！　愛のためならなんでもやる！　ご奉仕型強姦という罪深いエロスにも目覚めさせられました。ありがとうございます幸せです。

　ヒロインのベルナデットも、楽しく書かせていただきました。いいですね、深窓の令嬢の快楽堕ち。これは昔から大好きなジャンルです。白い肌は汚すためにある（真理）。

　作中で「くっ殺」を言わせられなかったことだけ心残りでした……いつか絶対書きます。

　それではまた、機会があればお会いしましょう。
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薄はく氷ひょうに囚とらわれた令れい嬢じょうは魔ま族ぞく執しつ事じに寵ちょう愛あいされる
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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